iStorage NS の共有領域を管理する 


2 iStorage NS の共有領域を管理する 

♦ シヤ ドウ コ ピー 

♦ フアイルサ'ーノく'ーリソ'ースマネ'ー ジャ '一 
♦ ディスククォータ 

♦ 複数サーバーの共有フォルダーを統合する ( DFS ) 

♦ データ重複除去 
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2.1 シヤドウコピー 

ユーザーが ローカルの コンピューター上のファイルを削除した場合、削除したファイルはゴミ箱に保存さ 
れるため、ゴミ箱を空にしない限り、削除したファイルを後から元に戻すことができます。しかし、ネッ 
トワーク経由でサーバー上のファイルを削除した場合、削除したファイルはゴミ箱に残らないため、ファ 
イルを元の状態に戻すことができません。しかし、シャドウコピーサービスを利用すると、サーバー上に 
保存しているファイルを削除した場合、これらをある時点の状態まで戻すことが可能となります。 

シャドウコピーサービスは、ある時点でのボリュームの状態を保存しておく機能です。シャドウコピーサ 
ービスを有効にしておくと、管理者の手を煩わせることなく、ユーザーがサーバー上のファイルをシャド 
ウコピー取得時点の状態に戻すことができます。 

シャドウコピーサービスはスケジューリング機能を持っています。ご使用の環境やファイルの利用ホをな 
どに基づいてシャドウコピーの作成をスケジューリングし、負荷のほい時間帯等のタイミングで自動的に 
シヤドウコピーを作成することができます。 
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2.1.1 シャドウコピーの動作 

シャ ドウ コピーサービスは、サーバー 上の特定の ファイルに 巧して シャ ドウ コピーを 作成するのではなく、 
ボリ ューム 全体の シャ ドウ コピーを 作成します。 

シャドウコピーは、 最後に作成され たシャドウコピー からを更が あったブロックレベルのコピーを 作成し 
ます。 

シャドウコピーが巧用するディスクの最大サイズは、既定ではコピー巧象であるボリュームの10%に設定 
されています。シャドウコピーの使用ディスクを量が最大値に達した場合は、最も古いシャドウコピーが 
削除されます。また、1つのボリュームで作成されるシャドウコピーの世代数は最大64個ですので、ディ 
スク使用量が最大値に達していなくても、65個目のシャドウコピーが作成された場合、最も古いシャドウ 
コピーが削除されます。 

ファイルに設定されたアクセス許可も保持しますので、ファイルを復元した場合、な前と同じアク七ス許 
可が割り当てられます。しかし、削除したファイルを別の権限を持ったフォルダーに復元する場合は、そ 
のファイルには復元化フォルダーの既定のアクセス許可が設定されます。 


【注意】 

シャドウコピーのデータは一時的なものと認識してください。シャドウコピーの巧用ディスク容量が 
設定した最大ディスク容量に達した場合、もしくは、シャドウコピーの数が既定では65個に達した 
場合など、意図せずシャドウコピーが削除されることがあります。そのため、シャドウコピーはバッ 
クアップの代用とはなりませんので、通常のバックアップ作業は必要です。大切なデータについては、 
おずバックアップソフトウエアを使ってバックアップするようにお願いします。 


【注意】 

シャドウコピーは 読み取り専用です。編集はできません。 
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2.1.2 シャドウコピーの設定 

シャドウコピーの設定を行なう際、な下をか定する必要がありますので、運用環境やファイルの利用状況 
などから事前に検討してください。 

• シャドウコピ'—を有劾にするボリュ'ーム 
• シャドウコピ'一を保存するボリュ ■ ー ム 
. シャドウコピーのために確保するディスク領域 
-シャドウコピー作成のスケジュール 

2.1.2.1 シャドウコピ'一を有劾にするボリュ'ーム 

シャドウコピーは、データボリュームに対して有効にしてください。システム領域を含むボリューム、仮 
想メモリのページングファイルや休止ファイルを含むボリュームでは、シャドウコピーを有劾にしないで 
ください。 

シャ ドウコピーは NTFS ボリュームのみに亥ホ応しています。 FAT ボリュームでは動作しません。 

【注意】 

共有フォルダーのシャドウコピーに使用するボリュームを最適化（デフラグ）する場合、フォー マッ 
卜時にクラスタアロケーション ュニッ トサイズを 16 K 目が上に設定してください。 


2.1.2.2 シャドウコピ'一を保存ずるボリュ'ーム 

シャドウコピーを保存するボリュームは、既定では ソース ボリューム（コピー巧象の ユーザー データが保 
存されているボリューム）と同じボリュームですが、同じサーバー上の別のボリュームに変更することが 
できます。例えば、シャドウコピーの対象ボリュームが F :¥ の場合、 G :¥ などの別のボリュームにシャド 
ウコピー保存のための専用ボリュームを作成することが可能です。 

【補足】 

シャドウコピーを保存するボリュームを別ボリュームに変更すると パフォーマンスが 向上します。更 
新量の多い ファイル サーバーの場合は、このような運用をお勧めいたします。 


76 

















iStorage NS の共有領域を管 S する 


2.1.2.3 シャドウコピーのためのディスク領域 

この領巧はシャドウコピーでバックアップするデータを格納する領域で、既定ではそのボリュームの10% 
が設をされます。シャドウコピーによるバックアップ量が増え、この領域の{ま用率が100%に達した場合 
は、新しいシャドウコピーのための空き領域を確保するため、古いシャドウコピーから順次自動で削除さ 
れます。したがって、そのボリュームに巧して更新される損を（更巧量）が多い場合や保持したい世代数を 
多く取りたい場合は、あらかじめその領域を増やす必要があります。 

2.1.2.4 シャドウコピー作成のスケジュール 

シャドウコピーはスケジューリング機能を持っているため、定期的にシャドウコピーを作成することがで 
きます。お客様の運用に合わせてスケジュールを設定してください。 

シャドウコピーを頻繁に作成すると、ューザーが必要とするバージョンのシャドウコピーを復元できる可 
能性が高くなります。しかし、1つのボリュームに作成できるシャドウコピーの数は既定では最大64個で 
すので、シャドウコピー作成の間隔を短くすると早い段階でシャドウコピーが削除されてしまう可能性が 
あります。また、作成されるシャドウコピー数が多いほどシャドウコピーによる消費ディスク領域も増え 
ますので、ご考慮ください。 

【注意】 

シャドウコピーを作成する頻度の上限は、1時間につき1回までにしてください。 
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2.1.3 シャドウコピーの設定手順 

シャドウコピーの設定は、な下の手順で行います。 

1. 管 a 者 メニューの [エクスプローラ ー1 をクリックします。 


~ r ' 管埋者'メニュー 



2. エクスプローラーにて、 巧象のボリ 
一の構成]をクリックします。 


-ム名を選択し、右クリックでメニューから[シャドウコピ 


I D 史 



I 中 コンピユ-夕- 
1> も WSS 2012 ( C :、 


，データ （ D :) 


> み ネットワーク 


展巧 ( A ) 

ライ乃りに底！) 口の 

► 

自動弓まを閱く ( Y )... 


^しし、ウィシ巧で関く ( E ) 


スタ - H こピン留め ( P ) 


巧有 ( H ) 

► 


ドウ〕ピ巧 ( W )". 


I な前のパ-ジョン 0 鞭兄 fv ) 


I フオ -7 タト ( A )... 


コピ-に） 


を前棘き ( M ) 
’巧規峨 X ) 


I で]パティ(の 


1個の項目 
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【注意】 

シャドウコピーはデータボリュームを巧象とした機能です。したがって、システム領域を含むボリュ 
ーム、および、仮想メモリのページングファイルや休止ファイルを含むボリュームを選択しないで 
ください。 


3. 下記のダイアログが表示されます。 



[ボリュームの選択]欄には、下記の情報が表示されます。対象のボリュームを選択し、を操作ボタンをク 
リックしてください。 

• [ボリューム] 

シャドウコピーサービスを利用できるサーバー上のボリュームがすべて表示されます。シャドウコ 
ピーは、 NTFS ファイルシステムのデータボリュームのみで使用できます。シヤドウコピーを管を 
するには、ここでが象のボリュームを選択して、実行するタスクを選択します。 C ドライブや 
System Reserved ボリュームを選択しないようにしてください。 
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-[次回実行時刻] 

シャドウコピーサービスが有効な場合、次にシャドウコピーを作成する日時が表示されます。 

-[共有数] 

ボリュ' —ム上に存在する共有フオルダ ■ —の数が表示されます。 

-[使用領域] 

シャドウコピーが現在使用しているディスク容量がボリュームごとに表示されます。 

また、ボリュームを選択後、下記のボタンをクリックして操作を行えます。 



[有効]ボタン 

選択したボリュームのシヤドウコピーを作成し、スケジュールを有効にします。 
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-[無効]ボタン 

選択したボリュームのスケジュールを無劾にします。この時点で保存していたシャドウコピーはす 
ベて削除されます。 

-[設定]ボタン 

選択したボリュームのスケジュールやシャドウコピーのための記憶域容量の設定を行います。 

また、画面の下半分ではが下の操作が行えます。 



[選択したボリュ'ームのシャドウコピー] 

保存されているシャドウコピー(作成された日時）の一覧が表示されます。 
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-[今すぐ作成]ボタン 

選択したボリュームのシャドウコピーを手動で作成します。 

-吟すぐ削除]ボタン 

シャドウコピーの削除を行ないます。保存されているシャドウコピーの一覧から削除したいシャド 
ウコピーを選択し、[今すぐ削除]ボタンをクリックしてください。 

-[元に戻す]ボタン 

シャドウコピ ■ —からボリュ' —ムの復元を行います。保存されているシャドウコピ ■ —の一覧から元に 
戻したいシャドウコピーを選択し、[元に戻す]ボタンをクリックしてください。指をしたボリュー 
ム全体を元の状態に戻します。 
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2.1.3.1 シャドウコピーの有効/無効 

シャドウコピーを有効にする場合は、[有効]ボタンをクリックしてください。 

阳翊ボタンを押すと、下記のような画面が表示されますので、表示内容を確認の上[はい]ボタンをクリ 
ックしてください。 



[はい]ボタンを押すと、デフォルト設定での動作が実行されます。 

. シャドウコピーの記憶域の最大値が、ボリュームサイズの10%に設定されます。 

-選択したボリュームのシャドウコピーが1つ作成され、それに応じて使用領域が計算されます。 

-月喔から金喔までの午前7時と12時にシャドウコピーを作成するスケジュールが巧規作成されま 
す。 

一旦作成されたスケジュールは、おを様の運用に応じて'塞更してください。 

シャドウ コピーを 無効にする場合は、[無効]ボタンをクリックしてください。 

隙刻ボタンを押すと、そのボリューム上に存在するすべてのシャドウコピー、およびシャドウコピーの 
スケジュールが削除されます。 
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2.1.3.2 シャドウコピーの作成 

シャドウコピーの作成は、スケジューリングによる作成と手動での作成の2つの方法があります。手動で 
シャドウコピーを作成する場合は、シャドウコピー画面にて、巧をのボリュームを選択し、[今すぐ作成] 
ボタンをクリックしてください。スケジューリングによるシヤドウコピーの作成については、次項で説明 
します。 
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2.1.3.3 スケジュールの設定 

既定で、2つのスケジュール（平日の7:00と 12:00) が設定されていますので、お客様の運用に合わせて 
設をしてください。 

1. な下のシャドウコピー画面にて、対象のボリュームを選択し、[設定]ボタンをクリックします。 
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2. な下の画面が表示されるので [スケジュール] ボタンをクリックします。 



3. な下のスケジュールの設を画面が表示されます。 
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最上段のドロップダウンリストが、現在選択中のスケジュールです。複数のスケジュールが存在する場合、 
化のスケジュールに表示を切りをえることができます。 



スケジュールの 設を画面では次の操作を行なうことができます。 

1) 新規 

シャドウコピー作成を開始する日時と、頻度を指をします。 

2) 削除 

現在選択しているスケジュールを削除します。 

3) 修正 

選択したスケジュールの項目を修正します。 

【注意】 

シヤドウコピーの作成頻度は、1時間につき1回までにしてください。 
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2.1.3.4 シャドウコピー記憶域の設定 

下記の手順にて、シャドウコピー記憶域の最大ディスク容量の変更、および、シャドウコピー記憶域の出 
力先ボリュームのを更を行うことができます。 

1. シャドウコピー管巧画面にて、巧をのボリュームを選択し、[設を]ボタンをクリックします。 

なお、 シャ ドウコピー記憶域の最大ディスク容量の変更は、シャドウコピーが有効の状態で実施 
することは可能ですが、記憶域の出力先ボリュームの変更は、シャドウコピーが無効の状態で実 
施する必要があります。無効化する場合、取得巧みのシャドウコピーは削除されます。 
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2. 下の設定画面で、シャドウコピーの記憶域のボリューム、およびサイズを変更できます。シャド 

ウコピーが使用できる最大ディスク容量の既定値は、 ソース ボリュームのサイズの10%です。この 
値は変更することができますが、この値を大きくしても1つのボリュームに作成できるシャドウコ 
ピーの世代数は大きくなりません。 



【注意】 

シャドウコピー記憶域の最大ディスク容量を現在の値よりも小さいサイズに変更する場合、新しい容 
量に合わせて古いシャドウコピーが削除されます。削除されたシャドウコピーは元に戻すことができ 
ません。 
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2.1.4 シャドウコピーからの復元 

保存されているシャドウコピーから、ファイルやフォルダーを復元したい場合、 

- iStorage NS 上でボリューム単位で実施する復元操作 

. Windows クライアントからフォルダー/ファイル単位で実施する復元操作 
. UNIX クライアントからフォルダー/ファイル単位で実施する復元操作 
があります。 

2.1.4.1 iStorage NS 上での復元操作 

ボリューム単位での復元を行う場合 、 iStorage NS 上のエクスプローラーで復元したいボリュームを選択 
し、右クリックメニューから[シャドウコピーの構成]を実行します。下記画面の[選択したボリュームの 
シヤドウコピー]欄から元に戻したい世代を選択して[元に戻す]ボタンをクリックします。 
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下記のような警告が表示されますので、チェックを入れ、怜すぐ元に戻す]ボタンを押します。 
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2.1.4.2 Windows クライアントからの復元操作 

Windows クライアントから フ ォルダー/ フ アイル 単位の復元を行う場合、 クライアントコンピューター 上 
のエクスプローラーから 操作を 行います。 

【注意】 

下記の画面例は 、 Windows 7クライアントでの表示例となります。クライアント PC の 0 S の種類に 
よっては、画面が異なる場合があります。 


1) 削除したファイルの復元 


削除したファイルを復元する場合は、な下の手順に従って、クライアント上のエクスプローラーから操作 
を行います。 

1. 削除したファイルが格納されていた共有フオルダーを選択します。 


2. 選択したフォルダー内の背景部分で右クリックし、 [プロパティ] メニューをクリックします。 


削除したファイルが格納されていたフォルダーを表示 



隻理， 巧しいフブ J レブ- 

お気に入り 


このフオ J レダーは空です • 


背景部分でホクリック 


表示が） 

► 



化べ替えい） 

► 

つ ンピユ ーター 

ミ 

クルー プで表示 (P) 

最巧の‘恒漸こま巧 (E) 

► 

み ネットワーク 


このフォ-のカスタマイスの... 

が FILESV1 


おり巧け (P) 


± 純 1 


シヨー トカジトのおり巧け (S) 


i . 負対フォィレブー 


元に民す-名前の変更 (U) 

Ctrl+Z 

^ 紳 2 


新規作巧 (X) 

► 

イ ち有 3 

1 

プロパティが） 
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3. プロパティ画面にて [な 前の バージョン] タブをクリックします。 



4. 上記画面の [フォルダーのバージョン] 欄にシャドウ コピーの 世代の一覧が表示されますので、削 
除される前のファイルを含む世代を選択し、隅く]ボタンをクリックします。 
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5. 別の エクスプローラ ーの画面が新しく起動し、前項で選択した世代の フォルダー 内の ファイル ー覧 
が表示されます。復元したい ファイルを 選択し、右クリックメニューから [コピー] を 実行します。 


前項で指定した世代のフォルダーをま示する、別のェクスプローラーが起動 



望ま ▼ 展閱く ▼ 
か お舌に乂〇 

□ ライブラリ 

[已 つ ンピユ ーター 

Ai ネットワーク 
。, Filesvl 
1 巧有 1 
. 純1 

負句フォ J レダー 


巧剧 


團 

1」 



資が1 


巧く（〇) 

印刷の 
名前を付けて巧を (S)... 

プ□クラ A から閱く （H)... 
を パージョンを表示... 

をる (N) 


コピーに） 


プロパティが） 


i 韩2 
* 锦3 
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6. 表示す る ウインドウを項番2の エクスプローラ ーに切り替え、復元先のフォルダーを選択し、右ク 
リックメニューから胁り付け]を実行すると、ファイルが復元します。 



尝巧， 巧しいフ 

か お気に入り 一 このフプ J レダーは空でず ■ 


□ ライブラリ 

5^ つ シピ ューター ミ 

み ネ •ジ トワーク 
[L 円 LESV 1 
i 純1 

負が フォ J レダー 
と 純2 
i な有3 

1 蘇4 ’ 



表示が） ► 

並ぺ替无 (0) ► 

グルー プで表示 ( P ) ► 

最巧の情報にま巧 ( E ) 


このフォのカスタマイスの… 

お0巧け ( P ) 


シヨートカジトのなり巧け ( S ) 


巧規做( X ) ► 


プロパティが） 
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2) 更新したファイルの復元 


誤って更新したファイルや壊れたファイルを復元する場合は、な下の手順に従って、クライアント上のェ 
クス プロー ラーから 操作を行います。 


1. 誤って更新したファイル（もしくは壊れたファイル）を選択します。 


2. 選択したファイルを右クリックし、 [プロパティ] をクリックします。 



窒ま ▼ 巧しぃフォ J レダー 

み ■ お気に入り ‘一 

□ ライブラリ 

1%' コンピュ ーター i ミ 

4* ネッ ト つーク 
I *- FILESV 1 

i 巧有 1 - 

, 資がフォ 
1 巧ち2 
i 巧ち 3 


困 


度が1 


表示( V ) 

化べ替えい） 

クルー プで表示 ( P ) 

最巧の‘盾報にを巧 ( E ) 

► 

► 

► 

このフォのカスタマイスの... 

お0巧け ( P ) 


シ=ートカツトのおり巧け ( S ) 


元に戻す-名前のをを ( U ) 

Ctrl+Z 

巧規峭 X ) 

► 

1 プロパティが） 
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3. プロパティ画面にて[な前の バージョン] タブをクリックします。 



4. 上記画面にて、 [ファイルのバージョン] 欄から戻したい世代を選択し、随对ボタンをクリックす 
れば、元の場巧へ復元ができます。また、別の場所へ復元したい場合は、 [コピー] ボタンをクリッ 
クして、戻したい場巧を指定します。 

なお、[開く]ボタンをクリックするとファイルを開きます。 
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3 ) フォルダーの挺兀 


指定したフォルダー配下のサブフォルダーとファイルをまとめて復元したい場合は、な下の手順に従って、 
クライアン ト 上の エクスプローラーから 操作を行います。 


1. 復元したいフォルダーを選択し、背景部分で右クリックメニューを表示し、 [プロパティ] をクリッ 
クします。 



尝巧， 巧しいフ 

か お気に入り I 


背景部分で右クリック 

oj 一-''一 ' 


っンピューター 

み< ネジト つー ク 
t 卜 円 LESV 1 
1 純1 
負がフォ 
i なち2 
と な有 3 
卜 純 4 


このフブ-は空でず • 


表示( V ) 

► 

化べ替无 (0) 

► 

グループで表示 ( P ) 

最巧の‘盾蒲に更巧 ( E ) 

► 

このフ が 1^- のカスタマイスの… 

おり巧け ( P ) 

シヨー トカツトのおり巧け ( S ) 

元に房す-る前のを更 ( U ) 

Ctrl+Z 

巧規作成( X ) 

► 

1 プロパティが） 
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2. プロパティ画面にて [な 前の バージョン] タブをクリックします。 



3. 上記画面の [フォルダーのバージョン] 欄に シャ ドウ コピーの 世代が表示されますので、復元したい 
世代を選択し、元の場巧に復元したい場合は階元]ボタンをクリックします。他の場所へ復元した 
い場合は、 [コピー] ボタンをクリックし、 コピー 先を指定します。 

なお、[復元] ( または [コピー]) を選がすると、そのフォルダーだけでなく配下のフォルダーまで、 
すべて復元（または コピー） されます。 

【注意】 

な前のバージョンのフォルダーには存在していなかったファイルが、現在のフォルダーに存在する場 
合、フォルダー全体に巧して[復元]操作を実施しても、新たに作成されたファイルは削除されませ 
ん。 
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2.1.4.3 UNIX クライアントからの復元操作 

UNIX クライアントからフォルダー/ファイル単位の復元を行う場合、コマンド等により、フォルダー/フ 
ァイルを復元することが可能です。 

シャ ドウコピーは NFS 共有直下に、 ".@GMT- (日付)"というデイレクトリとして表示されます。 UNIX の Is 
コマンドの仕様によっては、デフォルトではドットで始まるファイル名を一覧に表示しないことがありま 
すのでご注意ください。 

UNIX クライアントからデイレクトリ/ファイルの復元操作を行う場合は、該当する世代のシャドウコピー 
のデイレクトリ/ファイルを復元したいデイレクトリにコピーしてください。 


ディレクトリ名に設定されている日時はグリニッジ標準時にて表示されています。 


厂 


GNOME 靖ホ 


I ル 化）扁を ( E ) ま示 ( Y ) 備ホ( I )タブ ( fi ) ヘル ブ化） 


□ X 


2 月 2111:38 A.txt 
2 月 2111:38 a.txt 


4294967294 

root 

4294967294 

4294967294 

4294967294 

4294967294 

root 

root 


16384 

4096 

16384 

16384 

16384 

16384 

2 

2 


2 月 21 
1 月 25 
2 月 21 


sh-3.2 さ Is -I /mnt/nfs 
合計1 

-rw-r--r--1 root root 2 
-rw-r—r-—1 root root 2 
sh-3.2# Is -la /mnt/nfs 
合計 89 

drwx - 2 4294967294 

drwxr-xr-X 3 root 

drwx - 2 4294967294 

drwx - 2 4294967294 

drwx - 2 4294967294 

drwx - 2 4294967294 

-rw - r——r——1 root 
-rw—r——r——1 root 
sh-3.2# Is -I /mnt/nfs/.60MT* 2013.02 .19-03:00:01 
合計 0 

-rw-r — r—1 root root 0 2 月 1815:05 A.txt 
-rw-r — r—1 root root 0 2 月 1815:01 a.txt 
sh-3.2# I 


シャ ドウ コピーの 世代毎のデイレクトリです 


2 月 
2 月 
2 月 
2 月 
2 月 


21 

21 

21 

21 

21 


zun 

09:39 

2013 

2013 

2013 

2013 

11:38 

11:38 


.0GMT- 2013.02 .19-03:00:01 
.0GMT- 2013.02 .19-22:00:01 
.0GMT- 2013.02 .20-03:00:01 
.0GMT- 2013.02 .20-22:00:01 
A.txt 
a.txt 


【注意】 

シャドウ コピーは 読み取り専用です。編集はできません。 
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2.1.5 シャドウコピーサービス に関する注意事項 

• シャドウコピーは、 NTFS ファイルシステムのデータボリュームのみに対応しています。 FAT ファイ 
ルシステムには対応していません。 

• システム領域を含むボリューム、および、仮想メモリのページングファイルや休止ファイルを含むボ 
リュームでは、シャドウコピーサービスを有効にしないでください。 

• シャドウコピーは1 つの ボリュームにつき最大64個まで作成できます。それな上シャドウコピーが 
作成された場合、一番古いシャドウコピーが削除されます。 

• シャドウコピー記憶域の最大ディスク容量を現在の値よりも小さいサイズにを更する場合、新しい容 
量に合わせて古いシャドウコピーが削除されます。削除されたシャドウコピーは元に戻すことができ 
ません。 

• シャドウコピーを有効にするボリュームで最適化（デフラグ）を実行する予定がある場合は、そのボ 
リュームを16 KB な上のアロケーションユニットサイズでフォーマットしてください。 16KB 未満 
の場合、ボリュームを最適化すると予期せずシャドウコピーが削除されることがあります。 

• シャドウコピーの作成頻度は、最大1時間に1回までにしてください。 

• シャドウコピー作成のスケジュールは、バックアップツールやウイルス巧策プログラム等と重ならな 
いような時間帯を設定してください。 

• シャ ドウコピーを設定していたボリュームを削除する場合、事前に シャ ドウコピーのスケジュール設 
定を削除してください。 シャ ドウコピーのスケジュール設をが残ったまま、ボリューム削除を行った 
場合、イベントログに大量の「ソース： VSS イベント ID: 7001」のイベントが記録されます。 

• シャドウコピーのデータは一時的なものと認識してください。シャドウコピーの使用ディスク容量が 
設定した最大ディスク容量に達した場合、もしくは、シャドウコピーの数が既定では65個に達した 
場合など、意図せずシャドウコピーが削除されることがあります。そのため、シャドウコピーは バッ 
クアップの代用とはなりませんので、通常のバックアップ作業は必要です。大切なデータについては、 
必ずバックアップソフトウエアを使ってバックアップするようにお願いします。 
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• シャドウコピーは読み取り専用です。編集はできません。 

• Windows Server バックアップのバックアップデータ格納先には、シャドウコピーを設定しないでく 
ださい。 

2.1.5.1 シャ ドウコピーの世代数を減らすホ法に ついて 

シャドウコピーの世代数を減らす場合は、下記の手順に従いレジストリをを更してください。なお、シャ 
ドウコピーの世代数は全てのボリュームに巧して同じ値が適用され、ボリュームをに別の値を設定するこ 
とはできません。 

【注意】 

レジストリエディターの使い方を誤ると、深刻な問題が発生することがあります。 

最悪の場合、オペレーティングシステムの巧インストールが必要になることがあります。弊社なら 
びにマイクロソフト社は、レジストリエディターの誤用により発生した問題に関しては、一切責任 
を負わないものとします。レジストリエディターは、おを様の責任においてご巧用ください。 


1.iStorage NS 上に Administrator 権限でサインインし、レジストリエディター (regedit.exe) を起動しま 

す。 

2. 次のレジストリキーを選がします。 

HKEY—LOCAL_MACHINE¥SYSTEM¥Curren に ontro に et¥Services¥VSS¥Se 出 ngs 

3. [編集] メニューの [新規]を選択し、 [DWORD 値]をクリックします。 

4. あ前に MaxShadowCopies と入力し、 Enter キーを押します。 

5. [MaxShadowC 叩 ies] をダブルクリックし、10進数を選択して指定したい値 (63 な下の値)を入力し 
ます。 

6. レジストリエディターを終了して、システムを再起動します。 

なお、デフォルト値は64で、指定できる最大数は64です。 


102 









iStorage NS の共有領域を管理する 


2.1.5.2 予期せずシャドウコピーがすべて削除される現象について 

シャドウコピーの対象ボリュームとシャドウコピー記憶域の格納先ボリュームが同ーボリューム（既定値) 
に設をしている環境で I/O 負荷が高い場合、イベントログに「ソース： Volsnap イベント の :25 」 が記録さ 
れ、予期せずシャドウコピーがすべて削除される現象が発生することがあります。 

回避策はな下の通りです。 

• シャ ドウコピー記憶域の格納先ボリュームとして、 シャ ドウコピーが設定されていない別のボリュ 
' —ムを設定する。 
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2.2 ファイルサーノく'ーリソースマネージャ'一 

2.2.1 ファイル サーバーリソースマネージャー ( FSRM ) の概要 

FSRM は、ファイルサーバーに保存されたデータの管巧および分類を行うための機能のセットです。 
具体的には、クォータ、ファイルスクリーン、記憶域レポート、ファイル分類インフラストラクチャ (FCI) 
の機能があります。 

2.2.2 通知設定 

FSRM のを機能では、ァクション実行時に様々な方法での通知を行うことができます。 

2.2.2. 1 電子メール 

あらかじめ「既をの電子メール J を設定しておくことで、ディスク容量がクォータの制限値を超えたとき 
などの通知や記憶がレポートを、メール送付することができます。 

設を方法はな下の通りです。 
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1. 管理者メニューの[ファイル サーバー リソース マネージャー ] をクリックします。 


-ゎ 


营埋者む一 


因 


「全胺 


T クスブ□一ろ一 

エクスブロ ーラーをお卸でぎます。 

I コマンドブ□’ノブト 

コマンドブロンブトを起勒でぎます。 

ぺィ、ノト 

ペイントを起苗]でぎます。 

I 2^ 

y モ帳さが勤できます。 

つ’ノド1一々一のを巧 

コンビューターの官巧を起勒できまず。 

'ノステム 

コンビューターのブロバティを巧詔できます。 

1 Windows へんブ户サポート 

Windows ヘル ブとブボートをおお]できます。 

f 巧:割/機能 

留 

眠マ:トジャー 

HTTP 其ち/ FTP 共ちを管理で’きます。 

WFR 用サード■フ 

NFS ヴーパーを管巧できます。 

1 ADSIX も々一 

NFS の ID マッビンヴを巧詔できます。 

II ファイルヴーバーリソースマ名ージャー |ts 憶巧の容畳制限、化張子制限、ほ巧が;兄確認等ができま 

イ’ノでつウスの才づ''ノ3 V 

ファイル巧索を商を化するためのインデックスを官巧できます。 

DFS のぞ巧 

好鞭ファイルシステム獨巧できます。 

1 巧なの管巧 

プ J ントヴーバーを音巧できます。 


2. [ファイル サーバー リソース マネージヤー（ローカル ）] を右クリックし、 [オプションの 構成]を選 
択します。 

を ファイ JI 

でイルの援作 (A) 表示(V) 〜レプ (H) 


♦ AM 固 I 强 I BI 固 



105 

























































iStorage NS の共有領域を管理する 


3. [ファイルサーバーリソースマネージャーのオプション]画面で、メールの送信に利用する SMTP 
サーバーをもしくは IP アドレスと、通知メールの送付先、差出人となるメールアドレスをそれぞれ 
設定し、 [OK] をクリックします。 



【補足】 

[管 a をである既定の受信を]のメールアドレスは、 FSRM のを機能の通なメール設定で [Admin 
Email] と表示され、送付化アドレスの初期値となります。 

【注意】 

"差出人"電子メールアドレスは、ご利用のメールサーバーの仕様として制限がなければ、送信元とし 
て識別可能な任意の値が設定可能ですが、メールアドレスの形式（「任意の文字@任意の文字.任意の 
文字」）である必要があります。また、 "¥ "のようなメールアドレスに巧用できない記をは{ま用できま 
せん。 
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2.2.2.2 記憶域レポートの格納場所 

FSRM における管 a 事象の発生時に、記憶域レポートを作成することもできます。 

記憶域レポートはデフォルトでは 「C:¥StorageReports」 配下に格納されますが、格納場所は任意の場所に 
変更することもできます。 

【注意】 

記憶巧レポートを電子メールで通知する場合においても 「C:¥StorageReports」 （デフォルト設定）酉己 
下の記憶城レポートは削除されませんので、おを様にて管理いただく必要があります。 


記憶域レポートの格納場所の'変更ちをは、な下の通りとなります。 


1 . 管巧をメニュ ■ —から [ファイル サ' — バ I —リソ ■ —スマネ ■ —ジャ ■ — ] を起動して、 [ファイル サ'— バ 
ーリソースマネージャー （ローカル）] を右クリックし、[オプションの構成]を選がします。 


立 


フアイ JI 

でィルの袋巧 ( A ) 表示( V )〜レプ ( H ) 

♦今區|白 B 

园 



1>ジクォ- 
1>ぶ方イ J 

t > 画 

巧 巧イ化 


抽の〕、ノト•ュー々一へ機 fc、.' 


ブプシヨン®«が〇)… 


表对 V) 

► 

- 質の：！ : ウス r;- 卜 ( リ … 



fxDlS 

管理 


〜け ( H ) 


巧ク 
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2. [ファイル サーバー リソースマネージヤーのオプション]画面で、[レポートの場所]タブに移動し、 
インシデントレポートのフォルダー、スケジュールされたレポートのフォルダー、オンデマンドレ 
ポートのフォルダーを それぞれ設定して、 [0 K ] をクリック します。 



2.2.2.3 その他の通知 

電子メール送信や記憶域レポート送付が外にも、イベントログへの記録、任意のコマンドの実行によって、 
FSRM における管理事象の発生を通知することができます。 
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2.2.3 FSRM の機會目 

ここでは、 FSRM のを機能について説明します。 

2.2.3.1 クォータ 
2.2.3.1.1. 機能概要 

クォータを{ま用することにより、 iStorage NS 上の選択したボリューム、フォルダーに巧して領域の使用量 
を制限、監視することができます。 

また、クォータでの領域の使用量の制限にはな下の2種類のホをが存在します。 

• ハードクォータ 

領括での制限に達すると、ユーザーはファイルを保存できなくなります。また、データ量が設をしたを 
しきい値に達すると、通知が行われます。 

• ソフトクォータ 

領括での制限に達してもファイルの保存は制限されません。通知が行われるのみとなります。 
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2.2.3. 1 .2. 既をのテンプレートからクォータを設定する 

既をのテンプレートを用いてクォータを設定する手順を説明します。既定のテンプレートな外に独自のテ 
ンプレートを作成した場合も、既定のテンプレートと同様に選択することができます。独自のテンプレー 
卜の作成については本書の [2.2.3.1.3 クォータのテンプレートを作成す る 】を参照してください。 

【注意】 

rc：¥WINDOWSj などのシステムフォルダーについては、ハードクォータの設定はできません。 


1 . 管巧をメニュ'一から [ファイル サ' —バ I ー リソ ■ —スマネ ■ —ジャ ■ — ] を起動して、[クオ ■ —夕の管巧] 
を展開し、[クォータ]を選択後に右クリックして表示されるメニューから、[クォータの作成]をク 
リックします。 


を . . 



ii 

’ でィルの涅巧 (A) 

表示 (V) 〜レプ (H) 


^ ♦今 I £ 區 ] B 

同 



をでイルサ ーバー りソース7ネージ で一 （□- 
J み クオ-夕の管理 
。クオ 


互 Llk すべてまモ: 0巧 E 


クイ-夕のパス 


3クオ’ 


-II クオ-夕 0) 俯巧な" 

I 

y 

最巧の盾報に更巧 ( R ) 

し 

更 

表示が） 

► 


〜けが） 
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2. [クォータの作成]画面が表示されますので、クォータを設定する場所のパス、テンプレートを設定 
し、[作成]をクリックします。 



【補足】 

[カスタムクォータのプロパティを定義する]を選択し、[カスタムプロパティ]をクリックすると、テ 
ンプレートを利用しないクォータの設をができます。また、既存のテンプレートの情報をコピーして 
一部変更して使用することも可能です。 


3. 作成されたクォータを確認します。 


^ _ ファイルヴーバーリソ I 

でイルの涅巧 (A) 表示が）〜レプ (H) 


♦ ♦1 £ 固 日 I 面 I 


^ファイル ヴー ノト リソース7ネージで一 (□- 
A を クォ-夕の管理 
3たトタ 

3クォ-夕斬シ九/-卜 
ぶ乃ィルスウリ-ン^)暮理 
巧 記俄 S レポ-管理 
> 面 分 寅管理 
巧 巧イル管理タスク 


2d 业すぺ てま示：1巧目 



クオ-夕のパス 使用畢（％)制限 クオ-夕の種覆 

ソーステシブし一 

曰 

ソーステンルート：100 MB な巧 （1 アイテム） 


巧 

D:¥soumu 0% 100 MB 八ード 

100 MB ぉ J 限 1 
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2.2.3.1.3. クォータのテンプレートを作成する 

FSRM のクォータ設をで使用できるテンプレートを作成する手順に ついて 説明します。テンプレートを作 
成することで多数のフォルダーに同じ設定を効率的に行うことができます。 

ここで作成するテンプレートの設をはな下の通りとします。 


項目 

設定内容 

テンプレートを 

総務テンプレート 

制限値 

3GB 

クォータの種類 

ハードクォータ 

しきい値 

使用率が85%を超えたら、電子メールで通知を行う 


1 . 管 巧をメニューから[ファイルサ' — ノく ■ —リソ ■ —ス マネージャー ] を 起動して、 [クォ ■ —夕の 管 巧] 
を展開し、 [クォータのテンプレート] を選択後に右クリックして表示され るメニューから、[クォー 
タテンプレートの 作成] を クリックします。 


を 


フ アイ 

巧イルの涅作 (A) 

表示 (V) 〜レプ (H) 

{ ♦岭 ぉ圖 H 

ii ， ... 

园 



ィジウオ-夕の管巧 
巧クオ-夕 
.包クォ-夕が ン串 
>ぶ:77イルスか J ->[ 
居 記恒巧レポ - M 
1> 画 巧活管巧 
3 巧イル管理タス< 


クオーかりテン了レート ' 


过100 MB vm 


^ 100MB Limit 


クオータテンプレー巧 (C)... 


最巧の盾紙こ更巧 (R) 

表示が） 

〜レプ (H) 


I 


I 过 a - ヴ200 MB ... 
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2. [クォータ テンプレートの作成]面面が表示されますので、テンプレートを、データを量の制限値、 
クォータの種類を設定し[追加]をクリックします。しきい値を設をしない場合は [OK ] をクリック 
して手順5へ進みます。 
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3. [しきい値の追加]画面が表示されますので、通なを生成する巧用率を入力し、[電子メール]のタブ 
にて[次の管理をに電子メールを送信する]をチェックして [0K] をクリックします。電子メールな 
外の通知の方法を利用する場合は、本画面のをタブにて設定を行います。 



【補足】 

メールの 送付先 アドレスの 初期値となっている [Admin Email] は、本書 [2.2.2.1 電子メール 】 で設 
定する[管理者である既 をの 受信を]となります。 
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4. 設定内容を確認し、 [ OK ] をクリックします。 



5. テンプレートが作成されていることを確認します。 


か _ アイんヴーパーリソ ー A イネージトー 

方イルの操が ( A ) 表示が）へ;レプ ( H ) 


♦ 蜂 I a 圖 B 固 


^ フアイルヴーパーリソース7ネージ で一(□- 


か-か肝ンル-卜 

1吊!旧 

クトタの'種镇 

4を ウォ-夕の！^ 

3ウォ-夕 

过ウォ-夕咐シ九—卜 

0 ぶ カイルスウリーンの管理 


100 MB 制旧 

100 MB 

A- ド 

m 

100MB Limit 

100 MB 

'刀卜 

m 

200 GB ポリュ-ムの巧用率の監視 

200 GB 

'刀卜 

B 記お域レポ- ND 管を 
〇圓分 绣菅巧 
巧 方イル管理タスク 

3 

200 MB 窗 J お （50 MB 

200 MB 

パ—ド 

j 

250 MB 拡張お J 限 

250 MB 

ハ-ド 


500 MB が讳の監視 

500 MB 

'刀卜 


可 

ュ-ザ-へ200 MB 巧防] D レポ -h 

200 MB 

A— ド 



がおテンル-卜 

3.00 GB 

ハ-ド 1 
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2.2.3.2 ファイルスクリーン 

2.2.3.2.1.機能概要 

FSRM のファイルスクリーン機能を使用すると、指をしたフォルダーに巧しての書き込みを、ファイルの 
把;張子によって制限、監視することができます。 

例えば、業務に関係しない音楽や画像のファイルの書き込みを制限したり、実行形式ファイルの書き込み 
を制限することでウイルス感染などのリスクを巧制することができます。 

ファイルスクリーン による制限には、な下の 2 種類が存在します。 

• アクティブスクリーン 

設定した制限に該当するファイルをディスクに保存することはできません。 




パッシブスクリーン 

設定した制限に該当するファイルの書き込みについて、監視のみが行われ保存は制限されません。 
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2.2.3.2.2.既定のテンプレートからファイルスクリーンを設定する 

既定のテンプレートを用いて、ファイルスクリーンを設定ずる手順を説明します。既定のテンプレートが 
外に独自のテンプレートを作成した場合も、既をのテンプレートと同様に選択することができます。独自 
のテンプレートの作成については本書の 【 2.2. 3.2. 3 ファイルスクリーンのテンプレートを作成す る 】を参 
照してください。 

【注意】 

アクティブスクリーンを「じ¥」や 「 C:¥WINDOWS 」 に設定することはできません。 


1 . 管理者メニュ ■ 一から[ファイルサ'ーノく ■ —リソ ■ —スマネ'—ジャ ' — ] を起動して、[ファイルスクリ ■ — 
ンの管理]を展開し、[ファイルスクリーン]を選択後に右クリックして表示されるメニューから、[フ 
アイルスクリーンの作成]を選択します。 


若 

ファイルヴ 

方ィル (F) 提作 (A) 表示が）〜け (H) 

:♦今 

巧 

聞 

B 

同 



をフ7イルヴーパーリソース7ネージで一（□- 
1>ジ クオ-夕の菅理 
J ぶ でイルスウリ-ンの冨巧 
ぶ 方イルスクリ - 
J ] 方イルスウリ 


7イル. ザべ了ま元: 0巧目 


I ファイルスクリーン…スクリーン., 


方イルスクリ-ン® ^ 巧 (C)... 


^でイルめ レーデ 
居 記值ぷレポ- ND 官 
画 分ミ盲を 
巧 でイル管理タスク 


でイ J 
畏巧り 


P イルスウリ -XJ 曲例ち作巧 (E). 
子の盾組こ更巧 ( R ) 

表示 (V) 

〜レプ (H) 
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2. [ファイルスクリーンの作成]画面が表示されますので、ファイルスクリーンを設定する場所のパス、 
テンプレートを設定し、[作成]をクリックします。 



【補足】 

[カスタムファイルスクリーンのプロパティの定義]を選択し、[カスタムプロパティ]をクリックする 
と、テンプレートを利用しないファイルスクリーンの設をができます。また、既存のテンプレートの 
情報をコピーして一部を更して使用することも可能です。 


3. 作成されたファイルスクリーンを確認します。 


苗 


ファイルヴーパーリソース7ネージ f - 


方イルの袋作い）表示が）〜レプ ( H ) 


>♦♦1 c 區]且国 


^ファイルヴーパーリソース7羊ージ で一 (口¬ 
ィ ジ ウォ-夕の管巧 
3 か-夕 

S か-夕がン: ru - 卜 
ィぶ方イルスウリ-ンの盲理 
乃イルスウリーン 
3 7?イルスクリーンテシブしート 
LU カイルめレープ 
B 記欄レポ- ND 管理 
!> 圆 が t 管巧 
巧 巧イル营3タスク 


五!业 すべて表示：い頁目 


方イルスクリ ー XD パス スクリーソ驻3の...方イルク'ルーブ 


I ソーステンプレー 


-ステンプレート：才ーテイオとビデオのファイルのプロダク （1 アイテムし 
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2.2.32.3 . ファイルスクリーンのテンプレートを作成する 

FSRM のファイルスクリーン設定で使用できるテンプレートを作成する手順について説明します。テンプ 
レートを作成することで多数のフォルダーに同じ設定を効率的に行うことができます。 

ここで作成するテンプレートの設をはな下の通りとします。 


項目 

設を内を 

テンプレートを 

マスターテンプレート 

ファイルスクリーンの種類 

パッシブスクリーン 

ブロックするファイルダループ 

イメージファイル、オーデイオとビデオのファイル 

遥か方法 

電子メールで通知を行う 


1. 管理をメニューから [ファイルサーバー リソース マネージ ヤー]を起動して、 [ファイル スクリ 
ーンの管理]を展開し、 [ファイル スクリーンテンプレート]を選択後に右クリックして表示され 
るメニューから、 [ファイル スクリーンテンプレートを作成]をクリックします。 


を 

■ 方イル ( F ) 邊巧 ( A ) 表示( V )〜レプ ( H ) 

I 圖 


ファイル ヴー パ- 


色 固 


左方イルサ-パ-リソ-スマネ— 5 P - (□- 
|>ジウォ-夕の菅巧 
ィぶスイルス州一 XD 官理 
4^ 方イルスクリーン 


カイルスウトンの…ス饥ーソの… 


sj イ メージ 方イ JKD フ…アウテけ 


SJ 才-ディオとビデ;你フ…アウティブ 

-S1 


0方イル ウル-ブ I 
B 記階 a レポ- NJ ) 冒巧 
> 画が i 盲巧 
巧 カイル菅理タスウ 


方イルスクリ-ンテン九-卜を作成 ( C )... I 


居巧の盾漸こ更巧(の 



表示が） 

► - 


〜レプ ( H ) 
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2. [ファイル スクリーンのテンプレートの作成]画面が表示されますので、テンプレートを、スクリー 
ン処理の種類、ブロックする ファイル グループを設定し、[電子メール メ ッ セージ] タブをクリック 
します。通知方をを設定しない場合は [OK] をクリックして手順4へ進みます。 
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3. [次の管巧をに電子メールを送信する]をチェックして [0K] をクリックします。電子メールな外の 
通かの方法を利用する場合は、本画面のをタブにて設定を行います。 



【補足】 

メールの 送付先 アドレスの 初期値となっている [Admin Email] は、本書 [2.2.2.1 電子メール 】 で設 
をする[管理をである既定の受信を]となります。 


4. テンプレートが作成されていることを確認します。 


が _ "" t . ‘一■社'.：-こ■■- -." r ： ■ ■ :. _ ス?イルヴーバーリソース7ネージ t — 

方ィルド）疫巧 A) 表示(V)〜口 (H) 

♦ 由 @ 白 


&乃イルサ ー/(— リソース7ネージで一 (□- 
J ジゥォ-夕の管巧 
巧クォ-夕 

^か-夕师ン： TU-h 
J ぶ方ィルスゥリ-ンの管を 
方ィルスクリーン 
^ファイル 又か)-、 ノ テシブしート 
1〇方ィルめレープ 


: かーミ. I 郝 イル • ホ ■r けとビデ巧巧ち》ィル 



;^5^巧；77イル，システムファイル 
ブロック：をちじけイル 


B 記盾域レポー M ) 管巧 
t > 团 ぉ領韶 
巧 でイル盲埋タスク 


Ji 電子メ-ル：77イ JKD フ□ック アクティブ ブ D タク：電子メ-ル：77イル 
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2.2.3.3 記憶域レポート 

2.2.3.3.1.機能概要 

FSRM の記憶域レポートは、ディスク使用状況をレポート化します。スケジュールを設定して自動的にレ 
ポートの作成を行うことや、作成したレポートをサーバー管 a をにメールで送信することもできます。 


記憶域レポートでは、ディスクの{ま用状況についてな下のような内容のレポートを作成することができま 
す。 


レポ'ート 

説 明 

クォータの使用率 

ディスク領域の利用状況が指をした割合を超えたクォータの一覧を表示し 

ます。このレポートを{まって、クォータがまもなく制限を超えるかを効率的 

に判断して、適切な対処を行うことができます。 

ファイルダループごと 

のファイル 

ファイルあ張子ををに設定したファイルグループごとにファイルを一覧表 

示します。このレポートを使うと、ファイルグループの使用状況パターンを 

監視し、大量のディスク領域を占めているファイルグループを効率的に判断 

できます。これは、サーバーでどのようなファイルスクリーン処巧ポリシー 

を構成するかをみをする場合に役立ちます。 

フアイルスクリーン処 

理の監査 

指をした期間におけるサーバー上のファイルスクリーン処理の監査のイべ 

ントを一覧表示します。このレポ ■ —卜を使って、スクリ ■ —ン処理ポリシ ■ —に 

違反しているアプリケーシヨンやユーザーを効率的に半 IJ 断することができ 

ます。 

プロパティごとのファ 

イル 

特定の分類プロパティを持つファイルの一覧を表示します。このレポートを 

巧って、ファイルの分類が況がわかります。 

プロパティ別フォルダ 

セキュリティで保護されている特定の分類プロパティ（アクセス拒否確認、 

フォルダーの使用法、フォルダー所有者のメールアドレス）の値毎にフォル 

ダーを一覧表示しまず。このレポートを使って、フォルダーの分類状況がわ 

かります。 

大きいサイズのファイ 

ノレ 

指定したサイズな上のファイルー覧を表示します。このレポートを巧ってサ 

ーバー上で最も多くのディスク領域を消費しているファイルを効率的に判 

断できます。これは、ディスクに空き領域を確保するのに役立ちます。 

巧有をごとのファイル 

ファイルを巧有するユーザー順にファイルを一覧表示します。このレポート 

を巧って、大量のディスク領域を{吏用しているユーザーを効率的に判断する 

ことができます。 
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レポート 

説 明 

最近アクセスされてい 

ないファイル 

最近アクセスされていないファイルを一覧表示します。このレポートを使用 

して、削除またはアーカイブのどちらかが可能な古いファイルを効率的に特 

定できます。これはディスク領域の使われていない領域を空けるのに役立ち 

ます。'注意：サーバーによって最終アク七ス時刻が管巧されていない場合、 

このレポートは正しくない可能1'生があります。旧 torage NS シリーズのデフ 

オルト設をでは、性能を優先するため最終アク七ス時刻は管理していませ 

ん。 

最近アクセスしたファ 

イル 

最近アクセスしたファイルを一覧表示します。このレポ ■ —卜を巧用して、頻 

繁に使用されるデータ（常に使用可能にしておく必要があるデータ）を特定 

できます。注意：サーバーによって最終アクセス時刻が管理されていない場 

合、このレポートは正しくない可能性があります。旧 torage NS シリーズの 

デフオルト設をでは、性能を優先するため最終アクセス時刻は管理していま 

せん。 

重複しているファイル 

重複していると思われる（を前、サイズ、最終更新日時が同じ）ファイルの 

一覧の作成。このレポートを使って、重複により無駄となっているディスク 

領域を効率的に判断し、空き領域を確保することができます。 


2.2.3.3.2. 記憶域レポートを設定する 

ここでは、記憶城レポートを定期的に作成するためのスケジュールを設定する手順に ついて 説明します。 

1. 管巧をメニュ'—から[ファイルサ' —ノく'—リソ ■ —スマネ ■ —ジャ ■ — ] を起動して、[記憶域レポ'—卜の 
管巧]を右クリックし、[巧しいレポートのタスクのスケジュール]を選択します。 


苗 


フ户 

1 巧ィル ( F ) 提巧 ( A ) 

表示が）〜レプ (H) 

吟1 占 固 B 圖 

国 を方イルヴーノ C — リソースマネージで一（口- 

1レポ-卜るレポ -h 夕…た-プ 

t> ジクオータの管理 



ぶでイルスウリ-ン?)管理 


B 記但巧レ 巧_崎戸 
1> 画 漁賣巧 [ 

巧しぃレポスウのスケジュ-ル (S)... 1 

巧 方イル菅理タスク 

レ/で一尸夕乂ク巧のレ术 一ro 力巨卵と田巧いい. 


レポ-巧今ずぐ生成する (G) … 


最新の盾紙こを巧 (R) 


表示が） 

► 1 


〜レス H) 



1 
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2. [記憶括でレポートタスクのプロパティ]画面で、レポートをと生成するレポートと出力の形式を設定 
し、[スコープ]タブに移動します。 



3. [追加]をクリックします。 
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4. 分析の巧象となるフォルダーを選択し、 [0 K ] をクリックします。 



5. 設定したフォルダーが[このスコープに含まれるフォルダー]に追加されていることを確認して、 
[配信]タブに移動します。記憶域レポートのメールでの送信、スケジュール設定を行わない場合は、 
[ OK ] をクリックして、項番8に進みます。 
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6. [次の管巧者にレポートを送信す る] をチェックして、 [スケジュール] タブに移動します。 ス ケジュ 
ール設をを行わない場合は、 [ OK ] をクリックして、項番8に進みます。 



【補足】 

メールの送付先 アドレスの 初期値となっている [Admin Email ] は、本書 [2.2.2.1 電子メール 】 で設 
定する[管理者である既をの受信を]となります。 


126 

































iStorage NS の共有領域を管理する 


7. [実行時期]にてスケジュールを設定して、 [ OK ] をクリックします。 



8. 記憶域レポートの設定が行われていることを確認します。 


I を 



ファイルヴーパーリソース7ネージトー I 

でィルの提巧 (A ) 表示( V)〜レプ (H) 

♦ *| a 

固 0[^ 



I ジクオ-夕の管巧 
巧 クオ-夕 

3ウオ-夕^)^ン九—卜 
I ぶ方イルスウリ - X ) 看理 


: 呵 Iレポ- 卜ろ 


レポー トタスク 


リ- 


卜文きし、ヴイズのホイ;レぶイ… D:¥soumu 


スケジ ユール 


2皿ち巧イ百卜 Sii 否]な 


^ 7?イルスクリーシ 
3 7?イルスクリーシテシプレート 
0 でィルめレ-プ 
ち 記憤なレポ- hO ) 盲巧 
t > 岛巧绿 管理 
巧 乃イル管巧タスク 
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名前 

も巧巧対象 
fc 读 S 情巧で]パティ 
も重吾度 


連絡先のブ□パテイ 
I它キユリテイ urn r な前のパ-ジョン I 


設定され ているプロパティ 


巧パティ： 

巧： 


後を盾巧プ D パティ 


富 I 


2.2.3.4 ファイル分類インフラストラクチャ ( FCI ) 

2.2.3.4.1.機能概要 

FCI は、ファイル中に含まれる文字列や、ファイルの属性でファイルを分類し、その分類に基づいてタス 
ク解納フォルダーの移動、またはカスタムタスク）を実行する機能です。 FCI は、「分類管理」と「ファイ 
ル管理タスク」という 2 つの機能で構成されています。 

• 分類管理 

分類管理は、指定したフォルダー配下のファイルを対象として、ユーザーが設定した規則に従い独自 
のプロパティ（カスタムプロパティ）をファイルに付加する機能でず。 

付加したカスタムプロパティの値は、ファイルのプロパティにて参照/編集が可能です。 


0K キでシむル 適用 (A) 


• ファイル管理タスク 

ファイル 管理タスクは、指定した フオルダ ー配下の ファイルを 対象として、標準 プロパティ（ファイ 
ルの作成•更新•アクセス日時）や、カスタム プロパティに 基づいて、指定したタスクを実行する機 
能でず。 


選択したプロパティの値 
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2 . 2 . 34 . 2 . 標準 プロパティ を利用してファイ ル 管理タスクを実行する 

ここでは、1年な上未更新のファイルを別のフォルダーに移動させる、という標準プロパティを利用した 
ファイル管巧タスクの実行方法を説明します。 

具体的な設定内容はな下の通りとします。 


項目 

設を内を 

タスクぶ 

長期間ホ更巧ファイルの抽出タスク 

タスク実行対象フオルダー 

D:¥soumu 

アクション 

D :¥ 古いファイルフォルダーへの移動 

プロパティの 条件 

最終更新から365日な上経過している 

スケジュ ■ —ル 

を月1日の4:00 


1 . 


管理を メニューから[ファイルサーバーリソースマネージャー] を起動して、 ファイルサーバー 
リソースマネージャー（口ーカル） を展開して、 [ファイル 管理タスク]を右クリックし、 [ファイル 
管理タスクの作成]をクリックします。 


立 

方ィル ( F ) 送巧 ( A ) 

表示が）〜レプ ( H ) 

今 


团白 

面 



左方イルサ-パ-リソ-ス7ネ ー SP - (□- 
トジわ-夕の菅理 
>ぶ方イルスクリーシの菅理 
B 記臟レポ-怕)管理 
> 固 巧巧管理 
巧节ィ1し皿ゴ7々 

I 方イル冨まタスクの作巧に)…^ 


I タスク名口-プ 


表示が） 

〜けが） 
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2. タスク名を入力して、 [スコープ] タブに移動します。 



3. [追加]をクリックします。 
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iStorage NS の共有領域を管理する 


4. タスク実行が象のフォルダーを選択して、 [0 K ] をクリックします。 

フマ一のを照 

フ丸!^--® S 巧 


中 コンピユ-夕- 

A 

>— □-カルディスウに;） 


ィ□—カルディスク （ D :) 

= 

Default FTP 

— 

> ^ public 


> u Shares 


ぶ SMB 


レ soumuj 


1> 

V 


フ丸 1^-- の； soumu 


巧ししワォが城 ( N ) 

II OK I 


キでシ它ル 




5. フォルダーが追加されたことを確認して、 [アクション] タブに移動します。 
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6. [ファイルの 有効巧剛を選択して、[参照]をクリックします。 



7. 移動先のフォルダーを選択して、 [ OK ] をクリックします。 

フォルダーのを照 

フオの透が 


tes。 

A 

巧 tests 


ijj WebDAV Shared 


> ] work 


r をい方イルフが!^’一 i 

_ 

i>i_j ボリ： i— ム（。） 


t >(_* ボリ: l - ム （ F ;) 

= 

t>u ボリ：!-ムに:） 



フ丸 1^’—【F); ちし口7イルフ丸的‘- 


巧しし、フオ巧 ( N) I [ 0K 1 [ キ1^ン它ル 
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8. フォルダーが選択されたことを確認して、降件]タブに移動します。 



9. [ファイルの 最終更新からの日数]をチェックして" 365" を入力し、 [スケジュール] タブに移動します。 
ファイル 作成からの日数や、最終アクセス日からの日数など、他の標準プロパティでの条件を設定 
する場合は本画面で、カスタムプロパティを用いての設定を行う場合は、陡加]をクリックして設 
定を行います。 
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□ 31 

□ を巧の値 


実け時巧： I も 00 : 皿 


I ヘルプ(が I 


I キャシ它ル I 


□制限(時間规：し 1| 

巧続勒)巧 

□ 巧しいファイルに巧して巧待実巧する 
□ □ヴをち巧にする 
展大□ヴサイズ化目） 1〇^ 

法情れ巧では、条件に好强プ□パティを含むタスウで、巧しく迫加されたファイルのみを 
処巧します。 


全肢[スコープ I アクション I 巧が I レポート I 条件 I スケシュ-ル [_ 
スケジュール 


ファイル营理タスクの作成 ulJ 


10. スケジュールを設定し、 [ OK ] をクリックします。 


11. 管理タスクが作成されていることを確認します。 


を 

ファイル ヴーパーリソース 7 ネージゎ一 

方ィル (F) 没か (A) 表示が）〜レプ (H) 

一 

日 

团 



〇ジ ウォ-夕の盲を 
0 ぶ 方イルスウリ-ンの管理 
B 記ち巧レボ-怕> 盲巧 
> 面分領 管を 
3 巧イル盲巧タスク 


I 日 

スコー了； D:¥soumu (1 アイテム） 



P 

長期問ホ重巧 77 イ描... D:¥s... 

ち巧...い." 

な 【1 


6 ? 8 9 〇 

2 2 2 2 3 

目□目 

1 2 3 4 5 

2 2 2 2 2 

目目 □ 

巧 

« 6 7 8 9 〇 

11112 

® □□□□□ 

1 2 3 4 5 

□5 目 □ 


6 7 8 9*— 

□ □□□□ 

巧 

0 12 3 4 

〇囚□□目 
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2.2.4 注意事項 

通知機能の注意事項 

• "差出人"電子メールアドレスは、ご利用のメールサーバーの仕様として制限がなければ、送信元とし 
て識別可能な任意の値が設定可能ですが、メールアドレスの形式（「任意の文字@任意の文字.任意の 
文字」）である必要があります。また、 "¥ "のようなメールアドレスに使用できない記号は使用できま 
せん。 

• 記憶域レポートを電子メールで通知する場合においてもに: ¥StorageReports」 （デフォルト設定）配 
下の記憶域レポートは削除されませんので、お客様にて管理いただく必要があります。 

クォータ機能の注意事項 

• クォータ機能は NTFS のみサポートとなります。 

• 「データ重複除去 （Data Deduplication)」 を利用している攝合は、クォータ機能が正しく動作しない 
場合があります。 

• rc：¥WINDOWSj などのシステムフォルダーについては、ハードクホータの設定はできません。 

ファイルスクリーン機能の注意事項 

• アクティブスクリーンを「じ¥」や 「C:¥WINDOWS 」に設定することはできません。 

ファイルの分類管理の注意事項 

• スヶジュ —ルの設定はサ'— バ —の負荷が小さい時間帯に設定してください。 

• カスタムプロパティが付加されたファイルを NTFS ：1^外の領域に移動するとカスタムプロパティは削 

除されます (Microsoft Office ファイルを除く）。 

• 既定の動作では、一度分類処理が行われたファイルは、同じ分類規則で再度分類されることはありま 
せん。 

• コンテンツ 分類子でファイルの内容を検索可能なファイルの種類は IFilter の有無に依存します。あら 
かじめ対応する IFilter がイ ンス トールされていないあ張子のファイルを分類対象とするためには、別 
途その拡張子に対応した MicrosoftIFilter の インス トールが必要となります。 
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2.3 ディスククォータ 

2.3.1 機能概要 

ディスククォータを使用することにより 、 iStorage NS 上で選択したボリュームに対して領域の使用量を制 
限、監視することができます。ユーザー単位で領域使用量の制限を行うこともできます。 

また、クォータでの領域の使用量の制限にはが下の2種類のホ法が存在します。 

• ハードクォータ 

領域の制限に達すると、ユーザーはファイルを保存できなくなります。また、データ量が設定した値 
に達すると、通知が行われます。 

• ソフトクオータ 

領域の制限に達してもファイルの保存は制限されません。通知が行われるのみとなります。 
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2.3.2 設定手順 

ここでは、ディスククオータを設定してボリュームをにユーザー単位でディスク巧用量を制限する手順に 
ついて説明します。 


1. 管 a 者メニューから [エクスプローラー] を起動します。 


管理ちメニュ- 


i°r 




全肢 



T ウスブローラー I 

エクスブローラーを起が]できます。 


-1 マ•ノト•プ□’/ブト 

コマンドブロンブトをお勤できます。 


ペイ'ノト 

メ f 嘘 

ベイント雄助で.きます。 

メモ帳$^^勒できます。 


T ノド■•一々一の管巧！ 

コンビュータ-の管理を起なでぎます。 


シ^テみ 

コンビュータ—のブロバティを强詔できます。 


Windows へんプトサポート 

Windows ヘル ブとウポートでおかできます。 



巧割/巧能 



ns マクージャー 

HTTP 共ち/ FTP 共有ぞ封軍で.きます。 


NFS 巧サードス 

NFS ヴー パ—を管理できます。 


ADSIT- ディ々一 

NFS の。マッビングを確認できます。 


つァイんサー"ーリソースマスーソヤー 

記憶巧の容を制限、惦弓長モ制限、巧巧が況確 1 

君等ができま 

イ'ノ で、 マウスのオブ 'パ' ィ 

す。 

ファイル巧索筛速化するためのインデックスを管理できます。 

DFS のぞ巧 

が苗!ファイルシステムぞ置巧でぎます。 


的四のを巧 

プ J ントヴ-パ—だ f 巧できます。 



2. 対•象ボリュームを右クリックし、 [プロパティ] を選択します。 

コシピューター 

— □ X 


V e 

V C 

〕シピュ-夕-0>^3镇 P 



GB 


6 GB 


GB 

て イス （5) 

'い:） 





口ーカルディスク （ D :) 


まき領巧 42.7 GB/ 

51.7 GR 1 

ボ に—ム （F:) 


巧く (〇) 

巧ししりイシドウで閱く (E) 

スタ- hC ピン强?)の 

1 

空き領域 85.5 GB/ 



紳 (H) ► 



ドウ ] ピ成 (W) … 

な前のパ-ジョン 0)^ 元 (V) 

ライブラリに追加 (I) ► 

リム-/のレデイスウ 


フオ -7 ダけ A)... 



コピ-の 

DVD ドライブか） 


ショ-トカッ 巧 (S) 

名前のをを (M) 

1 

巧パティ(の 
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3. プロパティ 画面で [クォータ] タブを開いて [クォータの 管理を有効にする]をチェック後、 [クォー 
夕 制限を超過した ユーザーのディスク 割り当てを拒否する]をチェックし、 [クォータエントリ…] 
をクリックします。 ユーザー 毎ではなく一括で設をを行う場合は、 [ディスク 領域を制限する]、[譬 
告レベルの設を]に適切な値を入力し [ OK ] をクリックして終了します。 



4. [クォータエン トリ]画面に て、[クォータ]- [新規 クォータエン トリ]をクリックします。 


CJ ( D :) のクオータエントリ 


I クオ-夕 ( Q ) おを旧表示が）〜レプ (H 

) 

1 巧規か r - タエントリ ( N )... 



インポ-卜の… 

エクみ下;- h ( E ) … 

クオ-夕 I シトリの削除 ( D )... 

力3パティ(民） 

聞じるに） 

使... クォ-鄉旧害きレのレ 關奎 

tors 0 ... 巧制限 おま U 限 N/A 1 
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5. [選択するオブジェクト名を入力してください」]に制限を行うユーザーをを入力して、[ぶ前を確認] 
をクリックします。その後、 [ OK ] をクリックします。 



6. ユーザーに適用する制限を入力し、 [ OK ] をクリックします。 
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7. クォータエントリが追加されていることを確認し、ツールバーの[クォータ]-[閉じる]をクリック 
しまず。 


b ( D :) のクォータエントリ 

クオ-夕 ( Q ) 病漢 ( E )_ 表示 ( V )_ 〜レプ fH ) _ 

D X 窗* *0 な 



8. [ OKI をクリックします。 
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2.4 複数サーバーの共有フォルダーを統合する 

(DFS) 

システム管理者•が分散ファイルシステム （DFS : Distributed File System ) を使用すると、ネットワーク上 
に物®的に分散しているファイルサーバーへのアクセスと、それらの共有フォルダーの管巧を仮想的に統 
合した環境としてユーザーに提供できます。複数のサーバーに分散しているファイルが、ネットワーク上 
の1つの場所に配置されているように見えます。ユーザーは、ファイルの物理的な場所を指定しなくても、 
目的のファイルにアク七スできます。 
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2.4.1 DFS 名前空間 

2.4.1. 1 DFS ぶ前空間の機能概要 

DFS を 前空間により、散在する ファイルサーバーを 統一されたぶ前空間の配下にまとめることができます。 
代表となる サーバーのフォルダー 配下に複数の フアイルサーバーの 共有 フォルダーを 配することにより、 
それぞれの ファイルサーバーの 物理的な位置を意識せずに アクセス することが可能になります。 


DFS 名前空間 フォルダーターゲット 



上記の図の例の場合、クライアント PC からは、な下のどちらかの形式の共有パスで、 DFS を前空間経由 
で共有フォルダーにアクセスすることができます。 

• ¥¥DomainA¥Public¥DLink_B (先頭が¥¥ドメインを/ドメインモードの DFS の場合のみ） 

- ¥¥ServerA¥Public¥DLink_B (先頭が¥¥サーバータ） 

つまり、クライアント PC から ¥¥DomainA¥Public¥DLink_B の配下のファイルー覧を参照すると 
¥¥ServerB¥ShareB の配下のファイルー覧が、 ¥¥DomainA¥Public¥DLink_C の配下のファイルー覧を参照 
すると ¥¥Serve に ¥ShareC の配下のファイルー覧が見えます。 
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なお、ワークグループ環境にて DFS 経由で別のサーバーの共有フォルダーにアク七スする場合、を前空間 
のルートとなるフォルダー、フォルダーターゲットとなる共有フォルダーのそれぞれに適切なアク七ス権 
を設定しておく必要があります。しかし、フォルダーターゲット間（異なるサーバー間）において、アク 
七ス権を含むデータコピーを行った場合は、コピー前のアクセス権でアクセスできないことがあります。 
ドメイン環境であれば、ドメインのユーザーに適切なアクセス権を設定することで DFS リンク先のフォル 
ダーにもスムーズにアクセス可能となり、フォルダーターゲット間での デー タコピー時のアクセス権の問 
題も発生しなくなりますので、 DFS 名前空間機能はドメイン環境にて利用することを推奨いたします。 

を前空間の作成にはな下が必要となります。 

(1) 名前空間 サーバー 

DFS 名前空間を作成する際には、を前空間を代表するサーバーであるを前空間サーバー（上記の例の 
ServerA ) が必要となります。 

【補足】 

ドメイン環境では、名前空間の情報はアクティブディレクトリに格納されますので、を前空間を作成 
する場合は、ぶ前空間サーバーをドメインコントローラに作成することを推奨いたします。なお、 
iStorage NS はドメインコントローラとすることはできません。 


(2) 名前空間のルート 

DFS 夕前空間にアクセスする際には、ドメインぶもしくはあ前空間サーバーのサーバーをに続けて、を前 
空間のルート名を指定します。なお、設定時は『名前空間のを前』として指定します。 
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(3) 夕前空間 

を前空間にはな下の2種類が存在します。 

①ドメインベースの名前空間 

ドメイン環境にて利用することができるを前空間です。共有フォルダーへのアクセスは、ドメイン名もし 
くはを前空間サーバーのサーバーをを用いて行います。また、ひとつの夕前空間に複数のを前空間サーバ 
一を設定することができ、共有フォルダーに「¥¥ (ドメインを） ¥ Public ¥ DLink _ Bj の形式でアクセスする 
ことで、ひとつの名前空間サーバーが停止しても、クライアント PC からのアクセスが引き続き可能とな 
り、耐障書性が向上します。 

を前空間作成時に Windows Server 2008モードを指定した場合、アクセスベースの列挙 ( ABE ) 機能を利 
用することができます。 DFS を前空間内の DFS リンク（ターゲットを持つフォルダー）に設をされたアク 
七ス許可 ( ACL ) によって、アクセス権がない DFS リンクをユーザーに見せなくすることができます。 

【注意】 

ドメインベースの DFS を前空間を利用する場合、名前空間サーバー、フォルダーターゲットのサー 
バー、クライアント PC は同じドメインに属する必要があります。 


②スタンドアロンの名前空間 

を前空間サーバーを1台のみ設定できます。共有フォルダーへのアクセスは、夕前空間サーバーのサーバ 
一をを用いて行います。あ前空間サーバーが停止すると、名前空間にアクセスできません。 
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2.4.1. 2ぶ前空間の新規作成 

ここでは、ワークグループ環境でを前空間を新規作成する手順を説明します。あ前空間サーバーは 、 iStorage 
NS (サーバーを： FILESV ) とします。 

1. 管巧者 メニューの [DFS の 管理]をクリックします。 
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iStorage NS の共有領域を管理する 


2. [巧しい夕前空間]をクリックします。 



3. [巧しぃ夕前空間ウイザード]の「サーバー」に名前空間サーバーとなるサーバーあを入力し、[次へ] 
をクリックします。 
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4. [名前空間のを前と設定]画面にて、[を前]に新規作成するを前空間のを前を入力して、[次へ]をク 
リックします。ローカルパスやアクセス許可の設定をを更する場合には、[設定の編集]をクリック 
します。 
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[設定の編集]をクリックした場合は、下記の画面が表示されます。 


設をの編集 


をおを間サーバー(が: 
FILES V 


共ちフオルター樹: 


Public 

共をフォルジーの□一カルバス ( D : 


C ぶ DFSRoo わが ubiic 

参照(边… 


其ちフオルターのアクセス i 午印り: 


® すべてのユーザーカ靖み巧り専巧ア化ス許可を持つ(が 

〇すべてのユーザーが読み取り/まき込みアウ t ス i 午巧を持つ(姐） 

n 音巧をはフルアクセス梅を、その他のユーザーは読み巧り奇用ア化 
U ス i 午巧を持つ(岛 

n 管巧をはフルアクセスおを、その他のユーザーは扇み巧り/まきをみ 
U アク t ス i 午巧を持つ(邮 

〇カスタムのア化ス i 丰巧をほ用 ( LD : カスクマイ '’、に： 



キサンセル 


デフォルトでは[共有フナルダーのローカルパス]は、 「C:¥DFSRoots¥ "あ前空間のを前"」に割り当てられ 
ており、[共有フォルダーのアクセス許可]は、[すべてのユーザーが読み取り専用アクセス許可を持つ]と 
なっています。必要に応じて設定を変更し、 [0K] をクリックしてください。 

[ち前空間のお前と設を]の画面に戻ります。 
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5. [名前空間の種類]画面にて、作成する名前空間の種類を選択します。[ドメインベースの名前空間] 
は、サーバーがドメインに参加していないと選択できません。 [Windows Server 2008 モードを有効 
にする]のチェックを有効にすると、 DFS 夕前空間でアクセスベースの列挙を巧用できます。 
ここでは[スタンドアロンのを前空間]を選択し、[次へ]ボタンをクリックします。 



【注意】 

ドメインベースの《前空間で Windows Server 2008 モードを巧用するには、ドメインとを前空間で 
次の要件を満たす必要があります。 

. フォレストの機能レベル ： Windows Server 2003 な上のフォレスト機能レベル 
. ドメインの機能レベル ： Windows Server 2008 な上のドメイン機能レベル 

• すべてのあ前空間サーバーが、 Windows Storage Server 2008 な降、または Windows Server 2008 

な降の OS であること 
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iStorage NS の共有領域を管理する 


6. [設定の確認と名前空間の作成]画面にて、[名前空間の設を]に設定した内容が表示されていること 
を確認して、[作成]をクリックします。 
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iStorage NS の共有領域を管理する 


7. [確認]画面に切り替わり、名前空間が作成されます。正常に作成が完了すると、[タスク]タブの画 
面の項目に チェックマークが 表示されますので、[閉じる]をクリックします。作成が エラーとなつ 
た場合は、 [ エラー ] タブの画面に、詳細な エラー 内容が表示されます。内容を確認の上、設定を見 
直し、再度作成してください。 


る 


巧 


ステタブ： 

を お空間 サーパー 
を前部うのる前と設ミ 
る前ち間の巧巧 
画さミの坦記ヒるお空間の巧ぶ 
择記 


(の 


巧ししお前を間ウイヴ-ド 


I 斤しいるお空間ウイザ-ドを正稱こ売了しましを。 


X I 


タスク巨卜 I 


f 


る前空間を巧巧します。 


1 P ホ化る (0 1 


8. 作成された名前空間を確認します。 
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2.4.1.3 ぶ前空間でのフォルダーの新規作成 

作成したを前空間にフォルダーを新規作成してフォルダーターゲットを設定する方法を説明します。ここ 
では、フォルダーターゲットとして、名前空間サーバーとは別の iStorage NS 上にあらかじめ適切なアク 
セス権を設定した共有フォルダーを作成しておきます。共有フォルダーのパスは 「¥¥FILESV1¥dfs ね rget1」 
とします。 

1. 左ツリーに表示されている《前空間を選択し、右画面の[新しい フォルダー ] をクリックします。 
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2. [新しいフォルダー]の画面にて、フォルダーの《前を入力し、阳加]をクリックします。 



3. [フォルダー ターゲットを追力日]画面にて、 [フォルダー ターゲットへのパス] に ターゲットのパ 
スを入力し、 [0 K ] をクリックします。 
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iStorage NS の共有領域を管理する 


4. [新しい フホルダー]の 画面に戻ります ので、[フォルダーターゲット] に フォルダーが 追加され た 
ことを確認し、 [ OK ] をクリックします。 


巧ししロォX 


る前(が： 

Folderl 


るお空間のプレピュ-の： 

|¥¥FILESV¥Public¥Folder1 


フオルジーターザツト(丑： 

1 ¥¥FILESV1¥dfstarget1 | 



お加(か... 漏美(口 肖服お® 



キャンたル 


5. 左ツリー、および中央画面の[名!前空間]タブにて、フォルダーが追加されたことを確認します。 


DFS の 管理 


を 方イ JKF ) 空巧 ( A ) 表示が）ウインドウ ( W ) 〜レプ ( H ) 


♦ ♦1 圖 日 [因! 


& DFS の宣ま 
^ ^ 名前ま問 

1 > 左 ¥¥ FILESV¥Public 
> Q レブか-シ 


¥¥ FILESV¥Publlc (スタン巧□ソ DS 前空剛 


おお空間巨前空間サ-パ-[割壬 1} 綠] 


1個のエントリ 


回 


||可><] 



巧か 


¥¥ FILESV¥Public 


盛 巧しし口九!^*-… 
管理アゥに巧 F 巧の… 
る前さ P 占の巧表示... 
表示 

こぶな RU 、 ウイ >ドウ 

X 销ぉ 

画 畏安械盾漸こ更新 
圆ホバティ 
且 〜レプ 
Folderl 


フ丸1/^?-夕-かットを… 
フ九巧'—のレブ巧■—… 
フがパーのを動… 

フォ Jl ^‘一 名!のを丟… 


フえ!!^‘-を作巧し巧 • 
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2.4.1. 4 DFS 名前空間の注意制限事項 

• ドメインベースの DFS 名前空間を利用する攝合、名前空間サーバー、フォルダーターゲットのサー 
バー、クライアント PC は同じドメインに属する必要があります。 

• ドメインベースのぶ前空間で Windows Server 2008 モードを使用するには、ドメインと名前空間で 
次の要件を満たす必要がありまず。 

- フオレストの機能レベル ： Windows Server 2003 な上のフオレス ト 機能レベル 
- ドメインの機能レベル ： Windows Server 200 上のドメイン機能レベル 

• すべての名前空間サーバーが、 Windows Storage Server 2008 が降、または 
Windows Server 2008 が降の OS であること Encrypting File System (EFS) で暗号化されたフアイ 

ルは權製できません。 
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2.4.2 DFS レプリケーシヨン 
2.4.2.1 DFS レ プリケー シヨンの 機能概要 

DFS レプリケーシヨンは、複数のサーバー間のフォルダーを双方向に複製•同巧するマルチマスタレプ 
リケーシヨンエンジンです。レプリケーシヨンの設定を行ったサーバー上で生じた変更は、レプリケーシ 
ヨングループの化のすべてのサーバーに複製されます。本機能はドメイン環境でのみ利用可能となります。 

また、読み取り専用のレプリケートフォルダーも作成することができます。これは、たとえば、「七ンター 
の サーバー 上にある情報を、拠点の サーバー 上に展開し参照のみを許可する。」とした場合に、センターへ . 
のアクセス集中を回避することに役立ちます。 

【注意】 

読み取り専用のレプリケートフォルダーを利用する場合は、アクテイブデイレクトリに Windows 
Server 2008な降のスキーマが必要となります。 


このとき、作成したレプリケーシヨングループに巧して伝達テストを実行し、伝達レポートと一般的なが 
態レポートという2種類の診断レポートを作成する機能もあります。詳細については OS のヘルプを参照 
してください。 
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2A.2.2 レプリケーシヨングループの新規作成 

ここでは、 3 台の iStorage NS に存在するフォルダー間で、化用レプリケーシヨングループを作成する方 
をを説明します。また、 3 台の iStorage NS のうち更新可能なサーバーは 1 台のみとし、残りの 2 台は読 
み取り専用とします。具体的な設定内容はな下の通りとします。 


レプリケーシヨングループ ： groupl 
レプリケ~トフオルタ~名： DfsReplication . 

FILESV 1 での更新内容を 

レプリケート 


■ 


プライマリーサーバー 

コンピューター名： FILESV 1 
レプリケートするフォルダー: 

D:¥DfsReplicatipn 


FILESV 1 での更新内容を 

レプリケート 



コンピユーター名： FILESV 2 
読み取り専用 

レプリケートするフオルダー: 

D:¥DfsReplicatipn 


コンピューター名： FILESV 3 
読み取り専用 

レプリケートするフオルダー: 

D:¥DfsReplication 


項目 

設定内容 

レプリケーションダループの 

FILESV1 

メンバー 

FILESV2 


FILESV3 

レプリケートフオルダーの口 

各 • サーバーの 「 D:¥DfsReplication 」 

一カルパス 

FILESV2 と FILESV3 のフォルダーは読み取り専用レプリケ 


ートフォルダーとする。 

プライマ y メンバー 

FILESV1 
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1. FILESV 1 の管理者メニューから [ DFS の管理]を起動して、左ツリーの[レプリケーシヨン]をク 
リックします。その後、右画面の惭しいレプリケーシヨングルースをクリックします。 



2. [新しいレプリケーシヨングループウイザード]が起動します。作成するレプリケーシヨングループ 
の種類を選択し[次へ]をクリックします。 
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3. [名前およびドメイン]の画面にて、[レプリケーシヨングループのを前]を入力し、[次へ]をクリッ 
クします。 



4. [レ プリ ケーシヨングループのメンバー] にて、 レ プリ ケーシヨングループのメンバー となる サーバ 
一を追加するため、[追加]をクリックします。 


を 


巧しし、レブかーシヨシヴループウイブード 


IeJ X I 


巧 


レブリケーシヨンヴルーブのインバー 


ステサブ： 

レプリケーンむヴループの枉頭 
るおおょびドイイン 
レプリケーションロル-プのブンバ 

トボ□ジの遥的 

ハブ於バ- 

ハプとスポ-。の巧続 

レプリケーンヨンヴル-プのスケジ 
ユ-ルもよ U 常則！ 

プライマリブンバー 

レプリケ-卜する对ルち'- 

設定の坦記わよ U レブりケーン3 
ンヴループの巧ぶ 

鹿忍 


獅觀ミ心レプリケ-地则-加ブンバ-と姑2つ腸サ-バ-を遇 
タンバー(曲： 


サーバー 


ドタイン 


I 励 []( か.. 1[ 議 ( B ) つ 


[く前へ(田].ホへ化)> I I キ中ンむレ I 
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5. [選択するオブジェクトをを入力してください]にて、レプリケーシヨングループのメンバーとなる 
サーバーをを入力して、[あ前を確認]をクリックします。その後、 [0 K ] をクリックします。 



【補足】 

[を前を確認]をクリックする際、ドメインの管 a 者権限を持つユーザーをとパスワードを要求される 
場合があります。 


6. ナーバー追加されたことを確認します。レプリケーシヨングループのメンバーとなるサーバーは2 
台な上必要となりますので、サーバーの数だけ陡加]ボタンをクリックして手順5を繰り返し、 
すべてのサーバーを追加したら、[次へ1をクリックします。 
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7. [ト ポロジの選択]画面にて、 [ハブ および スポーク] を選択し、 [次へ] をクリックします。 



[フル メッシュ] を選択した場合は、手順10 [レプリケーシヨングループのスケジュールおよ 
び帯域幅]画面に進んでください。 

[トポロジなし]を選択した場合、手順11[プライマリ メンバー] 画面に進んでください。な 
お、[トポロジなし]を選択した場合、レプリケーシヨングループの作成完了後に別途トポロ 
ジを設定する必要があります。また、[次へ]をクリックした後にな下の[譬旬画面が表示さ 
れますので、のりをクリックしてください。 


書告 ljl ] 


,こ®ウイザード嫌了したをで-カスタムトポ□ジを巧なずる巧、レブかーシ3ン 
し は行われません. 


0K 1 


【補足】 

[ハブ および スポーク] は、メンバーが3台な上の場合のみ選択できます。また、[フル メッシュ] は 
メンバーが10台な下の場合に選択することが推奨されます。 
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8. [ハブメンバー] 画面で、 [スポークメンバー] 欄より、 ハブメンバーに する サーバーを 選択し、[追加] 
をクリックします。選択した サーバーが ハブ メンバー として登録されたことを確認し、 [次へ] をク 
リックします。 



9. レ、 ブとスポークの接綺画面にて、ハブメンバーを確認し、[次へ]をクリックします。 


る 


巧しし、レブかーシむヴループウイヴード 


巧 


A ブとスポ-クのを沒 


ステ，， 

レプリケーシヨンヴルづのな実自 
るおわよ U ドゴイン 
レプリなーシヨンヴループのたバ 

トボ□ジの规 R 

/ヴ於バ- 

ハブとスポー加觸病 

レプリケーンヨンクルづのスケジ 
ユールち'よ U ま測>1 

プライマリタンバー 

レブりケートする7 ォ ル巧— 

設就巧記わよ U レプリケーンヨ 
ンクループの巧が 

鹿忍 


スポーク於バ-ごとに、'必須もよび^が巧おね A ブの於バーをお詔してください。 [ 
お実]をか、クルての的)/ヴ於バーをまちするか、まをはちが巧おかけブンバ 
-站||除してください。 

括撤の 


スポ-クブンバ- A ブイソト(必新 


J けメンバ-(お時巧） 

■"w け‘孤 

リヴはありません） 


お^なけ—を巧しながら醒如》ウ 


1°1 


I くぉへ(り I ;れ(出〉 | r キサンたル 1 
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10. [レプリケーシヨンダループのスケジュールおよび帯域幅]画面にて、レプリケーシヨンのスケジュ 
ールと帯域幅を設定してください。常時レプリケーシヨンを行う場合は、[指定した帯域幅を使用し 
て継続的にレプリケートする]を選択して使用する帯域幅を指定します。日時を指定したレプリケ 
ーシヨンを行う場合は、眼をした日時の間レプリケートする]を選択します。なお、[指定した日時 
の間レプリケートする]を選択した場合、[スケジュールの編集]ボタンをクリックするとスケジュ 
ールの設定を行うことができます。詳細は、本書の 12 . 4 . 2 . 3 レプリケーシヨンの スケジュール 】の 
手順2ジ^降を参照してください。 

設定が完了したら、[次へ]をクリックしてください。 
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11. [プライマリ メンバー ] 画面に て、 プルダウン メニューから プライマリ メンバーに する サーバーを 選 
び、[次へ]をクリックします。 



【補足】 

プライマリメンバーの設定は、初巧レプリケーシヨン時のみ利用されます。初期レプリケーシヨンが 
完了後、プライマリメンバーと他のメンバーの区別はなくなります。新規レプリケーシヨングループ 
の初巧レプリケーシヨンの際、プライマリメンバー上のファイルは化のメンバーサーバー上のファイ 
ルよりも優先されます。初巧レプリケーシヨン時にプライマリメンバーなかのメンバーサーバーにフ 
アイルがを在すると、予期しないファイル消失が発生することがありますので、あらかじめ別フオル 
ダーに移動しておく等の処置が必要です。 
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12. [レプリケートするフォルダー]画面にて、[追加]をクリックして、プライマリメンバーのフォルダ 
一を選択します。 



13. [レプリケートするフォルダーを追力日]画面にて、[レプリケートするフォルダーのローカルパス]を 
入力します。フォルダーの NTFS のアクセス許可を変更する場合は、[アクセス許可]をクリックし 
ます。 


レ刃ケートずるフィのをカロ 

山 

ゴンパー(邮： 


IFILESVI 

I 



レプリケートするフォルジーの□一カルバス(じ： 


D：¥DfsReplicdtion | | 

#PS(R)... I 




け IJ: レ:# uocumems 


レプリケーンョンヴループのすぺてのタンバーでこのフォルジーを表する前 
を巧がまたは入力してくだミい。このる前ま、レブリケートフォルターると 
して記蒂されます。 

@バスになじたを前を巧邸曲： 


[DfsReplication 



〇カスタム辆使用⑩ 


刚 ： Documents 


[ァゥたス i 巧な) >>3 [ 0 K I キャンむレ ] 
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14. [レ プリケートする フォルダー] 画面にて、 [レ プリケート フォルダー] に設定した内容が表示されて 
いることを確認し、 [次へ] をクリックします。 



15. [他のメンバーにおける"レプリケートフ ォルダ ー名"の ローカル パス]画面にて、 [メンバーの 詳細] 
にプライマリメンノく ■ 一が外のメンノく'—のサ'ーノく ■ —名が表示されていることを確認します。[口 ■ —力 
ルパス]が "< 未設定 >" になっているメンバーを選択し、[編集]をクリックします。 
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iStorage NS の共有領域を管 S する 


16. 觸集]画面にて、[メンバーシップの状態]の[有測を選択し、[フォルダーのローカルパス]を入 
力します。このフォルダーを読み取り専用のレプリケートフォルダーにする場合は、[選択したレ 
プリケートフォルダーをこのメンバーに巧して読み取り専用にする]チェックボックスにチェック 
を入れます。ここでは[選択したレプリケートフォルダーをこのメンバーに巧して読み取り専用にす 
る1チェックボックスにチェックを入れ、 [ OK ] をクリックします。 
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iStorage NS の共有領域を管 S する 


17. [他の メンノく ■ —における"レプリケ' —トフ オルダ' —名"の口 ■ — カル パス]画面におり、 [メンバ' —の詳細] 
に ローカル パスが表示され、 [メンバーシップの 状態]が"有劾（読み取り専用）"になっていること 
を確認します。その後、 [ローカル パス]が "< ホ設定 >" になっている他の全ての メンバー について 
も、同様に ローカル パスを設定して、[次へ]を クリック します。 
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iStorage NS の共有領域を管 S する 


18. [設定の確認およびレプリケーシヨングループの作成]画面にて、設を内容を確認し、昨成]をクリ 
ックします。 



19. [確認]画面に切り替わり、レプリケーシヨングループが作成されます。正常に作成されると、[タス 
ク]タブの画面の全項目の状態が"成功"になりますので、[閉じる]をクリックします。作成がエラ 
一となった場合は、 [エラー] タブの画面に、詳細なエラー内をが表示されます。内容を確認の上、 
設をを見直し、再を作成してください。 
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iStorage NS の共有領域を管理する 


20. [閉じる]をクリックすると、下記の[レプリケーシヨンの遅延]画面が表示されます。 [ OK ] ボタン 
をクリックして画面を閉じます。 



21.[ DFS の管理]画面に、作成したレプリケーシヨングループが表示されていることを確認してくださ 

い。 
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iStorage NS の共有領域を管理する 


2.4.2.3 レプリケーシヨンのスケジュール 

スケジュールにしたがってレプリケーシヨンを実行する場合の設定方法を説明します。 


1. FILESV 1 の [ DFS の管理]画面にて、左ツリーより、スケジュールを編集するレプリケーションダ 
ループをクリックし、右画面の[レプリケーシヨンダループスケジュールの編集]をクリックしまず。 


DFS の管埋 


T°l 


を ホイルの没巧 (A) 表示(V)ウィンドウが) /Vレプ (H) 

今 I aU 曰圖 


I - 间 X ; 


& DFS の菅在 
^ る前空な 

，す か—，。、, 


t 


を aroupl 


拟バーシツブI巧椅〔レブりケートフオルター[勤壬1_ 

3個の王ントリ 


巧な 日-かレ/な 

メソトシ… メソ(- 

レカ ケート… 

ステージンヴク… 

B レで J ケートフ；*ルダー 
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iStorage NS の共有領域を管理する 


2. [スケジュールの編集]画面が表示されますので、スケジュールを設定しまず。 



【注意】 

レプリケー シヨング ループの作成ウイザードから直接スケジュールの編集を実行する場合の初期状 
態は、上記のとおりレプリケー シヨンが 全く行われない設定ですボ、レプリケー シヨン グループ作成 
時に[指定した帯域幅を使用して継続的にレプリケートする]を選択した場合の初期値は、すべての 
曜日の24時間に対して最大の帯域を使用する設をとなっています。 

設定を変更する場合はすべての曜日に対して適切な設定を行うよう注意してください。 
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iStorage NS の共有領域を管理する 


カレンダー表示からレプリケーシヨンを実行するスケジュールを設定する攝合は、曜日と時間が表 
示されているマス目を選択もしくはドラッグして範囲指定をし、その範囲における帯域使用率を 
[帯域幅使用率]のプルダウンメニューから選択します。 



数値の入力にて設定する場合は、[詳細 (D)>>] をクリックしてから、悼加]をクリックします。 
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iStorage NS の共有領域を管理する 


必要に応じて設定を行い、 [0 K ] をクリックして[スケジュールの編集]画面に戻ります。たとえば、平日 
の22時から翌6時までレプリケーシヨンを行う設定とする場合は、が下のように2つのスケジュールを追 
加しまず。 



スケジユー追！)日 LjLJ 

閉始巧剖樹： が了巧刻の)： 

[22:00 V] 10:00 vl 地情巧間: 2時間 


曰の 

□日巧日 因月驻日 囚乂巧日 因水巧日 

囚木逗日 因を巧日 □: t 昭日 


帯が幅ほ用牢(拉: 

度 A 


[ で T 1 [ キサンむレ] 
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iStorage NS の共有領域を管理する 


聞お時刻 

が了 B ミ刻 

巧間 

を巧帖 
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最大 
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最六 


へ 
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< く詳細似 I 


I 0 K I [ キャンたル I 


3. 設定が終わったら、 [0 K ] をクリックして[スケジュールの編集]画面を閉じます。 
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追加すると、が下のようにカレンダーと詳細画面に設定したスケジュールが表示されます。 
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iStorage NS の共有領域を管理する 


2A.2A DFS レ プリケー シヨンの 注意事項 

• ソフトウェアベンダーに問い合わせて、巧用するウイルス巧策ソフトウェアやバックアップソフト 
ウェアが DFS レプリケーシヨンをサポートしていることを必ず確認してください。 

DFS レプリケーシヨンと互换性がないソフトウェアを使用すると、様々な問題が発生する可能性が 
あります。 

• DFS レプリケーシヨンはワークグループ環境では利用できません。必ずドメインに参加した状態で 
ご利用ください。 

• レプリケートフォルダーは、 NTFS 上に作成する必要があります。 

• レ プリケートグループのメンバーサーバーは、同じ フォレスト 内であれば同じドメイン内でなくても 
かまいませんが、異なる フォ レストに属するサーバーを設定することはできません。 

• ハードリンクとリパースポイントは複製されません。 

• データベースファイルのように継続的にオープンされ続けているファイルは複製されません。ファイ 
ルが クローズ された後に複製が開始されます。 

• クォータやファイルスクリーンとの共存は可能ですが、な下を注意してください。 

. レプリケートフォルダーにある DfsrPrivate 隠しフォルダーは、クォータやファイルスク 

リーンの影響を受けないようにしてください。 

. レプリケーシヨンサーバー間では、クォータやファイルスクリーンの設定を一致させる必 

要があります。 

. レプリケートによってクォータやファイルスクリーンの矛盾が発生すると、複製が失敗し、 

その後、継続的に複製をリトライするために、システムの性能に問題が発生します。 

• ドメインコントローラが Windows Server 2003 な前の OS の場合、 DFS レプリケーシヨンを設定 
する前に、ドメインコントローラの Active Directory スキーマを更新する必要があります。 

• 読み取り専用のレプリケートフォルダーを利用する場合は、 Windows Server 2008 な降のスキーマが 
必要となります。 

• 読み取り専用のレプリケートフォルダーを有効にすると、レプリケートフォルダーが存在するボリュ 
ームの全てのファイルの書き込みオープンおよび新規作成の操作が監視されます。このため、ファイ 
ルサーバーの性能が低下する可能性があります。 

• 新規レプリケーシヨングループの初巧レプリケーシヨンの際、プライマリメンバー上のファイルは他 
のメンバーサーバー上のファイルよりも優先されます。初期レプリケーシヨン時にプライマリメンバ 
一な 外のメンバーサーバーのレプリケートフォルダーにファイルが存在すると、予期しないファイル 
消失が発生することがありますので、あらかじめ別フォルダーに移動しておく等の処置が必要です。 
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2.4.2.5 DFS レプリケー シヨンの 制限事項 

• 同時に（または短時間内に)、複製されている複数サーバー上の同じファイルに更新処理を行なう運用 
は避けてください。そのような運用では、サーバー間のレプリケー シヨン 時に競合が発生し、最も巧 
しい更新な外は破棄されます。 この 動作は マルチマスタ レプリケー シヨンを 行なう DFS レプリケー 
シヨンの 仕様の動作となりますが、更新が破棄されたプログラム（または利用者） の 観点では、意図 
しないファイル破損に見えることがあります。 

- なお、破棄されたファイルはレプリケートフォルダーの配下に存在する 

『 DfsrPrivate ¥ ConflictAndDeleted 』 フォルダーに移動されますが、ファイル名は変更されます。 
元のファイル名との対■応は、 『 DfsrPnvate ¥ ConflictAndDeletedManifest . xml 』 ファイルに記録され 
ています。また、 『 ConflictAndDeleted 』 フォルダー内に保持できるファイルサイズは、デフォル 
卜で 660 MB までになっていますので、ディスク巧用量がこの値に近づくとに onflictAndDeleted 』 
フォルダー内のファイルは自動的に削除されます。 

• システムファイルは複製しないように注意してください。 

• Encrypting File System ( EFS ) で暗を化されたフアイルは複製できません。 
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2.4.3 DFS 名前空間と DFS レプリケーシヨンの連携 

2.4.3.1 機能概要 

DFS レ プリケー シヨ ンによって相互の レ プリケー シ ヨンが行われている レ プリケー シ ヨングループの レ 
プリケートフォルダーを共有し、 DFS 名前空間にて公開することができます。この設定を行った状態でク 
ライアント PC から DFS 名前空間に公開したレプリケートフォルダーにアクセスすると、ターゲットサ 
ーバーを意識することなくアク七スが可能となります。これによって1 っの ターゲットサーバーがダウン 
している状況においても他のターゲットサーバーに巧して共有ぶを用いてのアクセスが実現されますので、 
ファイルサーバーの冗長性を向上させることができます。 
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2.4.3.2 ぶ前空間での共有と公開 


DFS を前空間で公開されていない レ プリケーシヨングループの レ プリケートフォルダーを DFS 名前空間 
に共有および公開する方？去を説明します。ここでは、あらかじめ FILESV1、FILESV2、FILESV3 のそれ 
ぞれのサーバーに存在する D:¥DfsReplication フォルダーをホ目互に レ プリケートする レ プリケーシヨング 
ループ （gro 叩 1) と、ドメインベースの DFS を前空間 （¥¥NEC-Domain¥Public) が存在している環境を、 
例に説明します。 


フオ J レターター ブット 


DFS 名前空間 


臣 


名前空間サーバー 

コンピユーター名： NEC-DC 
所属ドメイン： NEC-Domain 


名前空間のルート 
' ルート名： Public 




(DFS リンク）： 

DfsReplication 


3 をの サーバーの レプリケートフオルダ ーを 
中目互にレプリケート 



コン ピュ ーター 名： FILESV1 

レプリケートするフォルダー： 

D:¥DfsReplicatipn 




コン ピュ ーター 名： FILESV2 

レプリケートするフォルダー： 

D:¥DfsReplicatipn 


井 


コンピユーター名： FILESV3 

レプリケートするフオルダー： 

D:¥DfsReplicatipn 


レプリケーシヨンフルー プ： groupl 
レプリケートフオルダー名 ： DfsReplication 
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iStorage NS の共有領域を管理する 


1. FILESV 1 の [ DFS の管理]画面にて、左ツリーより、レプリケーシヨング ループを クリックします。 
中央画面で[レプリケート フォルダー] タブをクリックし、[レプリケート フォルダー] が 
「 DfsReplication 」 となっているエントリを選択します。右画面の[名前空間での共有と公開]をク 
リックします。 
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iStorage NS の共有領域を管理する 


2. [レプリケ'—トフォルダ ■ 一の共有と公開ウイザ ■ ード]が起動しまず。レプリケ'ートフォルダ ■ 一の公開 
方法として、«下のいずれかを選択して、[次へ]をクリックします。 

. [レプリケートフォルダーを名前空間で共有および公開する]: 

レプリケートフォルダーを共有し、 DFS 名前空間にも公開しまず。 

• [レプリケートフオルダ'一を共有する]: 

レプリケートフォルダーの共有のみを行い、 DFS 名前空間には公關しません。 

ここでは、[レプリケートフォルダーを名前空間で共有および公開する]を選択します。 



181 


















iStorage NS の共有領域を管 S する 


3. [レプリケートフォルダーの共有]画面にて、 [詳細] の [アクション] 列を確認してください。[共 
有フォルダーを作成]となっている場合は、現在共有フォルダーは作成されておらず本操作にて作 
成が行われますので、[編集]をクリックして新しい共有フォルダーをと共有フォルダーのアクセス 
許可を変更および確認します。 

確認が終了したら、 [次へ] をクリックしてください。 
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iStorage NS の共有領域を管 S する 


[編竭をクリックすると、[共有の編集]画面が表示されます。[次の共有フォルダーを使用]は梓片 
規]が選択されていますので、必要に応じて共有フォルダーをを入力します。 



[巧しい共有フォルダーのアクセス許可]にてアクセス許可をカスタマイズする場合は、[すべてのユーザー: 
カスタマイズされたアクセス許可]を選択し、[アクセス許可の編集]をクリックします。[共有のアクセス 
許可]画面が表示されますので、アクセス許可を編集してください。 

編集が終了したら [0K] をクリックしてください。[レプリケートフォルダーの共旬画面に戻ります。 
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4. [を前空間のパス]画面にて、[参照]をクリックします。 



5. [名前空間の参照]画面の[を前空間]にて、レプリケートフォルダーを公開する名前空間を選がして、 
[ OK ] をクリックします。 
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iStorage NS の共有領域を管理する 


6. [名前空間の パス] 画面に戻りますので、[名前空間での親 フォルダー] の表示内容を確認し、 [次へ] 
をクリックします。 



7. [設定の確認およびレプリケートフォルダーの共甸画面を確認し、設定内容が正しい場合は、[共有] 
をクリックします。 


レブ J ケートフイの 共有と 公閲ウ イヴー ド 



設定の*副なぴレ：?リケートフォル5-のちち 


ステクブ： 

公を枕ち 

レプリウートフォルジ-の共ち 

るおち間のパス 

設ミの巧記わよ U レプリケートフ 
ォルタ-の其ち 

巧記 


レプリケートフォルタ’一を巧ちするをめ(こ、みの I さ定げ进巧ミれました。設定げ正しけれ 
は、供ち]をクリゥルてレブりケート フォ ルターをみちまたはと聞してくだぞい。設ミを 
まミするには、齡へ]をクリックするか、または傾!巧目ウィンドウで該当するページを 
巧巧してくだみ、。 


共ち フォルダ-の 設定 旧： 

にもが;去 

をお空間のレブりケ - トフォルタ-を 共ち も ' お ) な聞します。 

巧ちフォルターを 

鬥 LESV1 : 共ち フォルタ•一を巧が DfsReplication 

FILESV2 : みち フォルダーを巧が DfsReDlication 

FILESV3 : 夕ちフ オルターを巧が DfsReplication 

るおち間のバスをほ巧してと巧： 

が nec-do ma in C0 .jp¥ Pub I i か Dfs Rep I icat ion 

つォル巧ートゲ》卜を巧ぶ惟 

¥¥FIL ESV1 nec-domainco .jp¥Dfs Rep I ic が ion 
¥¥FILESV2nec-domainco.jp¥DfsReplication 
が FIL ESV3 nec-domainco .jp¥DfsRepi ication 

A I 

V 




X 


r < 前への f 巧ち樹 ■! キャンたル I 
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8. [確認]画面に切り替わり、レプリケートフォルダーの共有と公開が行われます。正常に完了すると、 
[タスク]タブの画面の全項目のが態が"成功"になりますので、[閉じる]をクリックします。共有 
や公開が エラーと なった場合は、 [エラー] タブの画面に、詳細な エラー 内容が表示されます。内容 
を確認の上、設定を見直し、再を設定してください。 



9. [DFS の管理]画面の中央画面の[レプリケート フォルダー] タブの[公開の状態]が"を前空間に公 
開"と表示されていることを確認します。 
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2.5 データ重複除去 

ファイルサーバーの共有フォルダーには各種ファイルが格納されますが、それらのファイルデータには同 
一のデータパターンが繰り返し出現することがあります。 

Windows Storage Server 2012 Standard Edition には、上記のように重複して記録されているデータパター 
ンによって消費されているディスク使用量を削減することにより、ディスクの空き容量を増やすことがで 
きる『データ重複除ま』という機能が搭載されています。 

データ 重複除 まを 使用すると、より多くの データをハードディスク に格納できるようになります。 

データ重複除去機能における重複除去の単位はブロック単位で、処理タイミングは後処理ち式を探用して 
います。このため、効率的な重複除去を実現し、 ファイル サーバーの性能に配慮しています。 

本章では、データ重複除ちの導入-運用について説明します。 

データ重複除まに関する操作は、主にサーバーマネージャーから行い、一部の機能は PowerShell にて行い 
ます。 

2.5.1 概要 

2.5.1. 1 重複除まの特徴 

データ重複除去には、下記の特徴があります。 

1) ディスク使用量の縮小化 

2) パフオーマンス 

3) 信頼性とデータ整合性 

上記 3つについて、 それぞれ説明します。 
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1) ディスク使用量の縮小化 

データ重複除去は、対象ボリューム内に存在する ファイル、ファイル 間を探索し、同じデータが複数箇所 
で見つかった場合は、重複するデータの保存場巧をブロック単位で集約することにより、ディスク使用量 
を節約します。 


2) パフオーマンス 

データ重複除まは、サーバー上の他の処巧に極力影響を及ぼさないように設計されています。 

最適化処理の動作タイミングは、後処巧ホ式 (Post-Process 方■式）のため、アプリケーション等のデータ書 
き込みの延長で実施することはありません。このためファイルの書き込み性能に影響を与えません。 

最適化処理は、デフォルト設定で1時間巧に実行し、力の、他の処理よりも化い優先順位で実行します。 
また、システムの負荷が高まった場合は最適化処理を中断します。お客様の運用が況に応じてスケジュー 
ルをカスタマイズすることもできます。 

3) 信頼性とデータ整合性 

重複除ちされたデータブロックが100箇所(既定値)な上から参照されている場合、頻繁に利用される重要 
なデータとみなし、を全のために別の領域にバックアップコピーを作成します。 

また、週に一度、データスクラブというジョブが実行され、このジョブによって重複除ちされたデータの 
整合性チェックが実施されます。もし破損が見つかった場合は バッ クアップコピーからデータを復元しま 
す。これによりデータの整合性と信頼性を保ちます。 

2.5.1. 2 重複除まの概要 

な下に、データ重複除ちの最適化処 a の動作について説明します。 


1) 最適化処理の流れ 

データ重複除去の最適化処巧の動作概要は、下記の①〜③のとおりです。 

①ブロック分割 

最適化ジョブは、対象ボリューム上でファイルサイズが 32KB な上、かつ、5日（デフォルト設定時）な上 
アク七スされていないファイルを見つけると、ファイル内のデータを 32KB から 128KB の可変サイズのブ 
ロックに分割します。このブロックをチャンク (chunk) と呼びます。 
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② ブロック集約 

分割されたチャンクデータを、同ーボリューム内のチャンクストア内にあるコンテナファイルに移動しま 
す。チャンクデータをコンテナファイルに格納する際に、コンテナファイル内に同じデータを持つチャン 
クが既に存在するか確認します。存在していない場合、コンテナファイルにチャンクデータを追加します。 

③ ブロックリンク 

既にコンテナファイル内に同じチャンクが存在していた場合、コンテナファイルに追記せず、既に存在す 
るチャンクデータをリンクします。これにより、元のファイルからは、最適化前のファイルデータを再現 
できるように、コンテナファイル内のチャンクデータを参照します （NTFS のリパースポイント機能を利用 
します）。 


最適化前 
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2) アーキテクチャ 

データ重複除ちは、主に下記の表の4つのコンポーネントで構成されています。 


コンポーネント名 

タイプ 

説明 

ファイルシステムフイルター 

力 '—ネルモ 

重複除まされたファイルをアクセスする場合に動作 

ドライバー 

ードドライ 

するドライバーです。 

( ドフイバーあ： dedup . sys ) 

バー 


最適化ジョブ 

ジョブ 

ファィルデータの重複除去を実行するジョブです。 

(Optimization Job ) 


デフォルト設をでは、タスクスケジューラからを時 

45分にほい優先順位で実行されます。システム負荷 

が高い場合には処理を中断します。また、追加のス 

ケジュール設をにより、曜日と時刻を指をして通常 

の優先順位で実行するようにカスタマイズすること 

もできます。 

ガベージコレクションジョブ 


チャンクストア内のチャンクデータを探索し、参照 

(Garbage Collection Job ) 


カウントが0のチャンクを削除して、ディスクの空 

き容量を増やすためのジョブです。 

デフォルト設定では、タスクスケジューラから毎週 

±曜の2:45に標準の優先順位で実行されます。 

データスクラブジョブ 


データの整合性をチェックするジョブです。問題を 

(Data Scrubbing Job ) 


見つけた場合は可能であれば修復します。 

デフォルト設定では、タスクスケジューラから毎週 

±曜の3:45に標準の優先順位で実行されます。 


3) 重複除去のシステムファイル（チャンクストア） 

データ重複除去の有効/無効の設定は、ボリューム単位に行うことができます。 

データ重複除去を有効にすると、そのボリューム上にデータま複除去のコンテナファイルの格納場所（チ 
ャンクストア）が作成されます。チャンクストアの実際の場巧は、をボリュームのルートにある System 
Volume Information フォルダーの配下になります。なお、 System Volume Information フォルダーは、 
SYSTEM アカウントのみがアクセス権を持つ隠しフォルダーとなりますので、通常はフォルダーの内容を 
参照/確認することはできません。 

4) PowerShell コマンドレット 

データ重複除去の主な管理機能はサーバーマネージャーに統合されていますが、サーバーマネージャーに 
含まれない管理機能を利用する場合は、 PowerShell のコマンドレットを巧います。 

データ重複除まのコマンドレットー覧は、 【2.5.13 PowerShell コマンド レット】を参照してください。 
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2.5.2 システム要件 


データ重複除まを利用する際に必要なシステム要件はな下の通りです。 

1) 巧象ボリュームについて 

データ重複除ちを有効にするボリュームは下記の要件を満たす必要があります。 

• テ, ータボリュームであること。（システムボリュ'—ム、およびブ'—トボリュ,—ムには利用できません） 

• 刻■をのボリュームは、ローカルの固定ドライブや Fibre Channel、 旧 CSI SAN ストレージ上のボリュ 
ームであること。（取り外し可能なボリュームや、ネットワークドライブは利用できません） 

• クラスタ共有ボリューム (CSV) には利用できません。 

• ボリュームのサイズが 2GB より大きいこと。 

• パーティション ホ式は、 MBR と GPT の両方を利用できます。 

• NTFS ファイルシステムであること。 （FAT や ReFS は利用できません） 

• フェイルオーバークラスタのデータボリュームとして利用できます。 

• データ重複除去を同時に有効化できるボリューム数は最大90です。 

• 高いファイルアクセス性能が求められるボリュームは、巧をボリュームにしないようにしてください。 

• RAID 構成を確認し、システムボリュームや高いファイルアクセス性能が求められるボリュームと物 
理ディスクを共有しているボリュームは、巧象ボリュームにしないようにしてください。たとえば、 
下記の図のように物 a ディスク4つで RAIDS を構成し論理ディスクを2つ作成した場合、2つの論 
理ディスクは物巧ディスクを共有します。このとき、論理ディスク1がシステムボリュームまたは高 
いアク七ス性能がまめられる場合は、論巧ディスク2はデータ重複除去の巧象ボリュームにしないで 
ください。 


物理 デイスク4つから RAIDS の 論 巧デイスクを2つ 作成 


/物理ディスク1 I 物 a ディスク21 物理ディスク31 I 物理ディスク4 ' 


論理ディスク1(システムボリューム） 


論理ディスク2(データボリューム） 
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2) 対•象ファイルの種類にっいて 

下記の ファ イルはデータ重複除まの対象になりません。 

• 動作ポリシーとして設定した日数(デフォルト設を： 5日）が経過していないファイル 

• 化のアプリケーションによってオープン中のファイル 

• サイズが 32 KB 未満のファイル 

• システム属性ファイル 

• NTFS alternate data stream 

• 暗を化されたファイル 

• あ張属性を持っファイル 

• リパースポイント（データ重複除まな外のリパースポイント） 


3) メモリ 容量に ついて 

データ重複除まを実施するには、最低 4GB のメモリが搭載されている必要があります。 

また、重複除去の最適化ジョブ1つあたり 350MB のユーザーモードの空きメモリが必要となります。 
同時に複数の最適化ジョブを実施する場合には、実行数に応じて追加メモリが必要となる場合があります。 
か項にて、追加メモリの要否の算出ホをについて記載します。 
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4) 追加 メモリの 要否の計算ホ法に ついて 

最適化ジョブの同時実行数は、 CPU コア数の要件と、物巧メモリ量の要件に依存します。 

最適化ジョブの同時実行数と追加メモリの要否に ついて、 

• 2コア CPU が1つ 

• 物理メモリ 4 GB 

の環境を例として説明します。 

CPU コア数が n の場合、最大 n + 1 個の最適化ジョブを同時実行できます。 CPU コア数は、 Hyper-Threading 
の影響を受けない物理的なコア数です。1つの最適化ジョブは、同時に1ボリュームの最適化を実施し 
ます。よって、 2 コア CPU が 1 つの場合、同時に 3 つの最適化ジョブを実行できます。 

次に、バックグラウンドモード(低い優先順位）のジョブは、最大で物理メモリの 25% まで利用できます。 
スループットモード(通常の優先順位）のジョブの場合、最大で物 a メモリの 50% まで利用できます。 

物理メモリが 4 GB の場合、バックグラウンドモードの最適化ジョブは最大で物巧メモリの 25% の 1 GB の 
メモリを利用できます。 1 GB (1024 MB ) を 350 MB で割ると、 2.9 ジョブですので、最大で 2 ジョブを同時 
に実行できます。 

今回のケースでは、 CPU コアの要件において 3 つの最適化ジョブを同時に実行できますが、メモリ要件で 
は最大2つの最適化ジョブまでしか実行できないため、結果的に同時に最適化できるのは2ボリュームま 
でとなります。 

【注意】 

上記の計算は、他の処理によるメモリ使用量を考慮しておりませんので、他の処巧が多くのメモリを 
使用している場合は、メモリ不足により巧論上の数を同時に最適化できない場合があります。従って、 
十分なメモリを搭載することをお勧め致します。 
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2.5.3 導入設計 

下記の5 ,だを考慮し、データ重複除去を有効にするボリュームをみ定してください。 

1) データ重複除ちに適したボリュームを選択します 

重複除まされたファイルに変更を行うと、せっかくの重複除去の結果を破棄してしまい、リソースの無駄 
が生じますので、を更の頻度が低いファイルが多く格納されているボリュームがデータ重複除ちに適して 
います。 

2) 最適化ジョブの実行タイミングを検討してください 

デフオルト設定の最適化ジョブは、バックグラウンドモードで1時間間隔で実行されますので、業を処® 
性能の観点にて適切か半 IJ 断してください。業務時間中（ピーク時)の負荷を少しでも減らす場合は、バックグ 
ラウンドモードの最適化ジョブを無効化し、過末などの業務時間外にスループットモード（通常の優先順 
位）の最適化ジョブを実行してください。 

3) 24 時間 365 日業務利用するサーバーでは、データ重複除去をま施しないことを検討してください 

24時間365日に渡って業務処理で利用されるサーバーでは、最適化ジョブの種類の変更や、ジョブの実行 
時間帯の調整では適切に運用できないことが考えられますので、このような場合はデータ重複除去を有効 
化しないことをお勧めします。 


4) 重複除ち巧象の選別条件を検討します 

デフォルトでは、未アクセスが態が5日な上のファイルを重複除去対象としますが、この日数が適切か確 
認してください。 

また、特をの拡張子を持つファイルや特定のフォルダーを重複除ち対象から除外する必要がないか確認し 
てください。 

已）既存ボリュ'~ムへの適用 

既に大量のファイルが格納されているボリュームでデータ重複除ちを有効化する場合、初回の最適化ジョ 
ブに長い時間がかかる可能性があります。これは正常な処理となりますので、あらかじめ想定しておく必 
要があります。初回の最適化時にはバックグラウンドモードの最適化ジョブではなく、業務時間外にスル 
ープットモードの最適化ジョブを実行することを検討してください。 
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2.5.4 インストール手順 

データ重複除去機能は、出荷時状態ではインストールされておりませんので、下記の手順でインストール 
してください。 

1. サーバーマネージャーを起動し、画面右上の[管巧]をクリックし、[役割と機能の追加]をクリッ 
クします。ウイザードに従って、[サーバーの役割]まで進みます。 



2. 上記の画面で[データ重複除去]をチェックし、[次へ]を押してウイザードに従ってインストール 
を完了してください。サーバーの再起動は不要です。 

なお、上記手順にてデータ重複除ち機能をインストールしただけでは、データ重複除ち機能は動作しませ 
んので、導入設計に従い設定を行ってください。 
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2.5.5 導入効果確認 ( DDPEVAL コマンド） 

DDPEVAL.EXE コマンドを利用すると、データ重複除去機能を導入した際の効果を事前に測定することが 
できます。なお、実際の重複除まはデフォルトで5日な上アクセスされていないファイルを巧象とします 
が、 DDPEVAL.EXE コマンドはすべてのファイルを巧をとして測をしますので、実際にデータ重複除ち機 
能を導入した際の結果と測定結まに誤差が生じることをあらかじめご了承ください。 

この測定に陈し、ボリュームに変更を加えることはありませんが、システム負荷のほい時間帯に実行する 
ことをお勧めします。 


DDPEVA し EXE コマンドの 使用方法 

たとえば、 E ドライブのデータ重複除去効果を測定する場合は、な下のコマンドを実行してください。 

DDPEVAL.EXE E: N (E は測をするボリュームを） 

コマンドの 詳細につきましては、 

DDPEVAL.EXE /? 

を実行し、ヘルプを参照してください。 

なお、 0S が使用しているボリュームや、既にデータ重複除ちが導入されているボリュームを指をすると下 
記の図のようなエラーが発生しますのでご注意ください。 


。い DD 作 VALEXE C : ベ 

Dat a Dedup I I cation savings Eva Iuation 100 1 

Copyright (c) 2012 Microsoft Corporation. All Rights Reserved. 

エラー：評価はシステム、ブート、またはデータ重複除去が有効なボリュームではサボー 
卜されません。 
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DDPEVAL.EXE コマンドの実行結果は下記の図のようになります。 
結果表示は、おおまかに 5 つのブロックに分かれています。 


。私孤 PEVAL.EXE E : /V 

Data Deduplication Savings tvaluation lool 

Copyright ( c ) 2012 Microsoft Corporation . All Ri ； 

進行評価されたフォルダー： E : 

評イ面された フォルダーの サイブ： 5.34 GB 
評イ面された フォルダーのファイル：106 


が里されたファイル：引 




BT 


最適化されたファイルサイブ： 2.12 GB 

M 害り訓 ^ 


5.34GB のデータが 2.12GB に最 
適化され、 3.22GB の効率化が見 
込めることを示しています 


最適化されたファイル サイズ (圧縮なし）： 2.30 GB 
領域の節約（圧縮なし）： 3.04 服 の 

巧域の節約割合（圧縮なし）：が W 


ム Isi ふ 


① 評価巧をとして指定されたボリューム内の総ファイル数と、ファイルサイズの合計を表示してい 
ます。 

② 最適化巧をと半 IJ 断されたファイル数とファイルサイズを示します。 

③ データ重複除まの圧縮機能が有効の場合（デフォルト設定：有効）に、②の最適化対をファイル 
に巧して重複除まの最適化を実施した後の合計ファイルサイズ、および、節約されたサイズの見 
積もりとなります。上記の例では、最適化前の合計ファイルサイズが 5.34GB で、最適化後の合 
計ファイルサイズが 2.12GB なので、差し引き 3.22GB の領域が節約されて空き領域が増えるこ 
とを示しています。領域の節約割合の値は、（節約したサイズ/元の合計ファイルサイズ） X 100 
で計算される値です。この例では、 (3.22GB/5.34GB) x 100 = 60.2 と計算されるので、60と表示 
されています。節約割合の値は、0に近いほど節狗効果が少なく、100に近いほど節約効果が高 
いことを示しています。 

④ データ重複除去の圧縮機能が無効の場合（デフォルト設定：有効）に、②の最適化巧をファイル 
に対して重複除去の最適化を実施した後の合計ファイルサイズ、および、節約されたサイズの見 
積もりとなります。 

⑤ 最適化対象外となったファイル数を示しています。この例では、55個のファイルが 32KB 未満の 
ファイルのために巧象にならなかったことを示しています。 
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なお、ファイルデータが多い場合、 DDPEVAL.EXE の実行中は高い負荷と、データ量に応じて時間を要す 
ことが予想されます。実行に際しては、負荷の低い時間帯に行うなど配慮してください。もし 
DDPEVAL.EXE の実行を途中で中断ずる場合は、 [Ctrl+C] を入力してください。 

2.5.6 データ重複除去の適用 

データ重複除去機能のインストール後、実際にどのボリュームでデータ重複除去の有劾化を指定する必要 
があります。 

なお、指定できるボリュームの要件については [2.5.2 システム 要件 】をご確認ください。 

また、データ重複除ちは業務に影響を与える可能性がありますので、 [2.5.3 導入 設計 】 をご確認ください。 

が下に、 D ボリュームにてデータ重複除ちを有効化する手順を記載します。 


サ ー ノくーマネージャーを起動します。起動直後はダッシュボードを表示しますので、下記のホ枠の 
[ファイルサービスと 記憶 域サービス 1をクリックしてください。 



—バー 7ネージ 1^- >ダッシュボード 



タッシ;1/卞ード 


□-カル サーパー 


■ i すべてのサ-パ— 

ii 乃イルヴーピスと記信域サービス！> 


サ ー 一 7ネーブ V — へよラこそ 


〇 この [ 
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ヴーノ C - 7ネージトー 


ボリューム 



山 X 


V - HJ ) 表示が）ヘルプが） 



东リューム 

1*)すべての制： L— ム 1 紛： 3 


I タスク 


フィ 

+を# <D 動 日 ’ 

r 

P 

感 ▼ 

@ ， 



A あじ-ム 

織 

フ WJ レ シ巧 lx ラ AJ レ 

でビ… 

容星 

まき巧な重お除ち畢 

重佳な去による巧巧星 

J FILESV1 

(3) 






¥¥?¥V ■ 


システムでモ巧ちみ 

固を 

350 MB 

94.2 MB 


C: 


WSS 2012 

固ま 

232 GB 

224 GB 


I D: 


データ 

固を 

465 GB 

465 GB 



D ドライブを選択して、右クリックでメニ 


巧ち ,_, 

觀巧をな純綿连巧け sn ていません. I タスク ▼ 1 


锦わ馈ま巧け en てしほせん. 


巧しいみち... 

S -:. ::； '。を；-'~：尸 

7?イルシステムエラーのスキでシ 
77か システムエラ-’-'- 
ドライブ女字およりアウ t スバスの盲理 .. 
フオ — 7ット .. 

ポリュ—ム張.. 

ボリュームの則な 


デ—夕重復おをの话巧 


亢バテイ 


© サーバーマネージヤーの 画面で、[ボリ ューム] をクリックします。 

②次に、 D ボリュームを選択し、右クリックでメニューを表示します。 
⑤ 表示されたメニューから[データ重複除ちの構成]をクリックします。 
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2. ①〜⑤の確認.設をを実施後、 [0K] ボタンを押してください。 



① [データ重複除まを有効にする] 

有効化する場合はチェックボックスにチェックを入れます。（デフォルト設定：無効） 

② [次の M 間経過したファイルを重複除去の巧象とする（日数)] 

何日間な上アクセスされていないファイルをデータ重複除去の対象とするかを指をします。デフ 
ォルト設をは5日です。なお、0日に設定すると全ファイルが常に重複除ち巧象となってしまい 
ますので、テストな外の目的で設定しないようにしてください。 

③ [除外するファイルのお張子] 

重複除ちの巧を外とするファイルの化張子を記入してください。 

④ この欄では、重複除去の対象外とするフォルダーを[追加]ボタンを押下して設定してください。 

⑤ [重複除去のスケジュールの設定] 

重複除ちにおける最適化ジョブのスケジュ'—ル設定を行います。なお、 スヶジュ' —ルはボリュ'— 
ム毎に独立した設定ではなく、システム単位での設ちとなります。[重複除ちのスケジュール設 
を]をクリックすると、下記の画面が表示されますので、⑥〜⑧を確認•設定後、 [OK ] ボタン 
を押してください。 
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© [バックグラウンドの 最適化を有劾に する] 

低い優先順位で実行されるデータ重複除去の最適化ジョブを有劾にします(デフォルト設定：有 
劾)。最適化ジョブは、開始日時の指定は無く、1時間毎に実行されます。また、 システムの 
負荷が高いときには最適化を自動的に一時停止します。 

® [スルー プットの最適化を有劾にする] 

通常の優先順位で実行されるデータ重複除去の最適化ジョブに ついて スケジュールを設定しま 
す（デフォルト設定：無劾)。ジョブを実行する曜日と開始時刻と継続時間の指定が可能です。 
この最適化ジョブの実行中は、他のジョブの性能に影響を与える可能性がありますので、業務時 
間外となる開始日時と継続時間を指定してください。なお、日の指定は、曜日による指定のみで 
すので、たとえば毎月1日に実行する指定はできません。 

® [スループットの最適化の2番目のスケジュールを作成] 

® と同様に最適化ジョブのスケジュールを設定する項目です（デフォルト設定：無劾)。平日と 
休日で開始時刻を変えたい場合などに指をします。 
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ヴ—パ-マネ—ジト- 


" ボリューム 


ヴ-バ- 



丄 口い J 


ッづ的 ） 表示(乂）〜レプ化） 



ホ y ュー么 

1*1 ずぺて瓣た - ム I 紛： 3 


1タスク 


フィ肪 - 

I かューム巧巧 77 イルシステ 
ィ FILESV1(3) 

¥¥?¥V システムで予 jS 

C: WSS 2012 


P 這），®， 


兀ビ … 

を星 

まきおな 


固定 

350 MB 

94.2 MB 


固を 

232 GB 

224 GB 


固を 

465 GB 

465 GB 

0% 


忌巧更 


有劾化を実行した直後は0%になっていますが、 

データ重權除去の最適化ジョブが実行されることにより. 


た ] L レぶ 

_ 

锦ゎ酒法巧け en ていません . 


Promise ST EX4650MD2 SCSI Disk 
査备： 465 GB 


4. 上記画面に て D ボリュームを選択中に右クリックし、 [プロパティ] を選択すると、下記のようなボ 
リュームの プロパティを 表示します。重複除ちが有劾なボリュームでは、下記の右側の画面のよう 
に画面の下段に重複除去に関する情報が表示されるようになりまず。 



3. サーバーマネージャーの更新ボタンを押下して最新の状態に更新すると、データ重複除ちが有劾に 
なったボリュームは、下記の画面のようにボリュームー覧の[重複除ち率]と[重複除去による節約 
量]の欄に値が表示されるようになります。 


屈 i -S 
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上記①は、バックグラウンドの最適化ジョブのスケジュールです。 

上記②は、ガベージコレクションジョブのスケジュールです。 

上記③は、データスクラブジョブのスケジュールです。 

【 2.5.6 データ重複除ち の 適用 】 に記載した サーバーマネージャーの [重複除去 スケジュール]の 画 
面にて、 [スループットの 最適化]の スケジュールを 追加した場合は、上記の コマンドの 結果として 
「 ThrouahputOptimization 」 と 「 ThroughDutOptimization -2 j が表示されます。 

2) 最適化ジョブのスケジュールを更について 

最適化ジョブの スケジュールは、 【 2.5.6 データ 重複除まの 適用 】 に記載した サーバーマネージヤーの [重 
複除ち スケジュール]の 画面にて変更してください。 


2.5.7 スケジュールの変更 


データ重複除去機能をインストールすると、デフオルトで下記の 3 種類のスケジュールが設をされていま 
す。 

• 最適化ジョブレ《ックグラウンド）：毎時 45 分に実行 

毎週±曜日 2:45 に実行 
毎週±曜日 3.45 に実行 


• ガベージコレクションジョブ： 

• データスクラブジョブ： 


1) スケジュールの確敲方法について 

現在のスケジュールの状況を確認するには、な下の操作を行ってください。 


1. デスクトップ画面のタスクバーより、下記のアイコンをクリックして、 PowerShell を起動します。 


因 


2. PowerShell にて 

Get-DedupSchedule 

を実行することでスケジュールを確認できます。下記の図は出荷時状態の実行例です。 


Po C:¥> Get-DedupScheduIe 

Enabled Type otartTime Days Name 


True Optimization Backs roundOptimizaiion 
True GarbaseColleciion 2:45 Sat urday Week IyGarbageCoM ection 
True Scrubbing 3:45 Saturday Week IyScrubbing 


①②贫 
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3 ) ガベージコレクションジョブとデータスクラブジョブのスケジュール 変更に ついて 
本ジョブの設定変更に ついては 、 PowerShell から Set-DedupSchedule コマンド レツトにて行う必要があ 
ります。 

コマンドの 書式はが下の通りです。 

Set-DedupSchedule スケジュール名オプション 
スケジュール 名には、 WeeklyGarbageCollection または WeeklyScrubbing を指定します。 

オプション指定により様々な設定項目の変更を行えますが、ここでは下記 3 つの項目について変更ち法を 
紹介します。 

1 . スケジュールの有劾/無劾の変更 

2. スケジュールの曜日の変更 

3. スケジュールの時刻の変更 

上記が外のオプションの詳細に関しては PowerShell にて 
Get-Help Set-DedupSchedule 

を実行し、ヘルプを確認してください。 

1. スケジュールの有劾/無劾の変更 

スケジュールの有劾/無劾を変更する場合は、 Set-DedupSchedule のオプションに 「-Enabled ブー 
ル値」を指定し、が下のように入力します。 

Set-DedupSchedule スケジュール名 -Enable ブール値 
ブール 値には、 $True または $False を指定しまず。 

$True を指定するとスケジュールを有劾化し、 $False を指定するとスケジュールを無劾化します。 

(例）ガベージコレクションジョブのスケジュールを有劾から無劾に変更する攝合、が下を実行しま 
す。 

Set-DedupSchedule WeeklyGarbageCollection -Enable $False 


2 - スケジュールの曜日の変更 

スケジュールの 曜日を変更する場合は、 Set-Ded 叩 Schedule の オプションに 「-Days 曜日」を指定 
し、が下のように入力します。 

Set-DedupSchedule スケジュール 名 -Days 曜日 

曜日に指定できるのは、 「 Monday ， Tuesday ， Wednesday ， Thursday ， Friday ， Saturday ， Sunday 」 のいずれ 

かです。複数指定ずる場合は、カンマで区切って列挙します。 
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(例）ガベージコレクションジョブの実行日時の曜日を「±曜日だけ」から「±曜日と日曜日」に変 
要する場合、が下を実行します。 

Set-DedupSchedule WeeklyGarbaaeCollection -Days Sunday,Saturday 


义 スケジュールの時刻の変更 

スケジュールの時刻を変更する場合は、 Set - Ded 叩 Schedule のホプションに 「- Start 時刻」を指定し、 
じ I 下のように入力します。 

Set - DedupSchedule スケジュール名 - Start 時刻 
時刻は「3:45」や「23:00」のように24時間表記で指定します。 

(例）データスクラブジョブのスケジュールの時刻を「23:00」に変更する場合、が下を実行します。 

Set-DedupSchedule WeeklyScrubbing -Start 23:00 


205 




iStorage NS の共有領域を管 S する 


2.5.8 データ重複除去の中断 

一時的にハードディスクの負荷を減らしたい等の理由で、特定のボリュームだけ最適化ジョブを中断した 
い場合、下記の手順を実行してください。 

なお、一度中断したボリュームは、再開を指定しない限りデータ重複除去の処モ里を実行することはありま 
せん。重複除去の処理を中断した場合、重複除ちされたファイルが解除されて通常のファイルに戻ること 
はありません。また、中断中も重複除ちされたファイルに巧するアクセスは可能です。 

1. サーバーマネージャーのボリュームー覧で、ボリュームを選択して、右クリックメニューから[デ 
ータ重複除まの構成]をクリックし、[データ重複除まを有効にする]のチェックボックスのチェッ 
クマークを消して、 [ OK ] ボタンをクリックします。 



なお、中断を解除する場合は、[データ重複除去を有効にする]のチェックボックスにチェックを 
入れます。 
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2. サーバーマネージャーのボリュームー覧で、ボリュームを選択して、右クリックメニューから[プ 
ロパティ]をクリックします。下記のプロパティ画面が表示されますので、[重複除去]欄が[無刻 
と表示されていることを確認します。 
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2.5.9 データ重複除去の中止(非最適化） 

データ重複除まが有効なボリュームにえホして、データ重複除去を中止することを非最適化 (Unoptimization) 
と呼びます。ボリュームの非最適化を実施する場合、な下の手順を実施してください。 


【注意】 

この操作により、重複除去によって集約されているブロックサイズ分のデータがボリューム容量を消 
費するようになります。この操作を実施する前に、ボリュームの空き領域が十分にあることを確認し 
てください。空き領域が不足している場合、処 a が失敗します。 

また、この処 a は最適化されたファイル量に応じて処理時間を要し、処理中は高い負荷状態となりま 
すのでご注意ください。 


1. デスクトップ画面のタスクバーより、下記のアイコンをクリックして、 PowerShell を起動します。 

a 


2. PowerShell にて、 


Start-DedupJob Unoptimization ボリューム名 


を実行します。 

下記の画面は D ボリュームを非最適化する実行例です。なお、このコマンドは、バックグラウンド 
のタスクに非最適化の開始要求を送るだけですので、即座に完了します。 


P'6 C : ¥Users¥Administ rai 〇 r> start—DedupJob Unopi imizat ion d ： 

Type ScheduIeType StartTime Progress State Volume 

Unoptimization Manual 0 % Queued d ： 
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3. 前項 2 .の操作を実施後、実際の非最適化処理はバックダラウンドのタスクですぐに開始されます。 
なお、処理の完了には時間を要す場合がありまず。処理の進行度を確認するには、 PowerShell にて 


Get-DedupJob Unoptimization ボリュームを 


を実行します。 


下記の画面例では、 [Progress] 欄に表示されている [80%1 が処理の進行度となります。 


PS し： ¥Users¥Administrator) bet—DedupJob Unoptimization d ： 




Type Schedu1eType 

SiartT itne 

Progress 

State 

Volume 

Unoptimization Manual 

11:41 

80 % 

Running 

d: 


なお、本 コマンドの 実行結果が エラーに なった場合は、既に処理が完了している場合もありまず の 
で、次項 4 .を実施してください。 


4. バックグラウンドで実行されていた非最適化処理が完了すると、イベントログに完了通知が記録さ 
れますので、イベントビューアーにて確認します。イベントビューアーを起動し、左画面のツリー 
ビューを [アプリ ケー シヨンと サービス ロダ]- [Microsoft] - [Windows] - [Deduplication] の順に 
展開の上、 [Operational] をクリックし、下記の画面を表示します。 


@ ^ ィぺ>トビ：1-ァ- 

タイルの担巧 (A) 表示が）〜レプ (H) 


*圖 B[mI 
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5. 上記イベントー覧より、青色行のように[タスクのカテゴリ]欄が[データ重複除去非最適化タス 
ク]になっている情報レベルのイベントを探してクリックします。 

上記の例のように、画面下段の[全般]タブに[データ重複除去サービスは、ボリューム D :¥ での 
非最適化をエラーなしで完了しました。]と表示されている場合は、非最適化処理が成功していま 
す。 


なお、非最適化処モ里が失敗した場合は、下記のように[レベル]欄がエラーになっている[タスクの 
カテゴリ]欄が[データ重複除ち非最適化タスク]のイベントが登録されますので、画面下段のエラ 
ーメッセージ内容から失敗原因を確認してください。なお、下記の例では失敗原因はディスクの空 


き容量不足です。 


方イル(り提巧 (A) 表示 (V) へ;レブ (H) 


♦ ♦1 g 园 白 画 


> B DatalntegritySc a 

> S DateTimeContn 
fli Deduplication 

Lj Diagnostk: 

Q Operational 
口 Scrubbing 

> fl DeviceSetupMa_ 

> B Devi 戌 Sync 

fli Dhcp-Client ミ 

> H 加 c|：)-N 叩 - Enfof 


I Operational イ八ン h ■留： 768 

レのレ 
の 情祐 

曰巧と時刻 

2013/01/29 11:44... 

ソ-ス 

Data Deduplication 

ィべシト ID 
6157 

タスウのヵテユ 1 
なし 

へ 

" 

]. |-| ,, 卜 ' j — .1.; V . 

雨. li'---' 

J 

- 产 || . 



2013/01/29 11:41... 

Data Deduplication 

6151 

な-1/ 


① 情報 

2013/01/29 11:41... 

Data Deduplication 

6170 

なし 

V 

||< … ：> 



イベント 6 U 4. Data Deduplication X 


> fl DHCPv6-Ciient - 

> fl Diagnosis-DPS 

> fl Diagnosis-PCW 

> fl Diagnosis-PLA 

0 H Diagnosis-Script 


全胶1齡田1 





データ重概まモサ-むは、乃イル ’ D : のお hareWda ゎ¥1お. iso " をが最通化できませんでした。エラ- 
0 x 80070070. "ディスクじ十分な空きミ自巧げありません。 






6. 非最適化の完了後、サーノくーマネージャーを再起動して、ボリュームー覽の表示を更新してくださ 

い。 
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2.5.10 重複除去状態のバックアップと回復 

データ重複除去を有効にしたボリュームは、通常のボリュームと同様に Windows Server バックアップに 
てバックアップ、および回復することができます。 Windows Server バックアップの一般的な利用ち法に 
つきましては、 【 3.4 Windows Server バックアップ 】を参照してください。 

ここでは、データ重複除去による最適化の利点を巧かした、効果的な Windows Server バックアップの巧 
用方をを紹介します。 

1) バックアップ時の効果的な利用方法 

バックアップ時に、最適化によって小さくなった状態を維持したままバックアップファイルを作成できま 
す。このとき作成されるバックアップファイルは小さなナイズとなり、バックアップファイルの保管場所 
のディスク消費量を削減できる利点と、バックアップにかかる時間が短くなる利点があります。最適化さ 
れた状態を維持したバックアップを行うためには、必ず巧象のボリュームをボリューム単位でバックアッ 
プしてください。 


2) 回復時の効果的な利用方法 

回復時に、最適化された状態を維持したままボリュームを回復できます。この場合、回復に使うバックア 
ップファイルは、上記1.に示した、最適化を維持した状態で作成されたバックアップファイルである必要 
があります。このような回復を行った場合、回復にかかる時間が短くなる利点と、回復直後から既にボリ 
ュームが最適化巧みの状態になっているため、改めて最適化ジョブの実施が不要になる利点があります。 
最適化された状態を維持したままでハードディスク上に回復する際には、必ずボリューム単位で回復して 
ください。回復後に、下記のホ法にてボリュームを認識させます。 

3) 回復後のボリューム認識ホ法 

1.Windows Server バックアップにて回復を実行した後、 PowerShell にてな下のコマンドを実行します。 
なお、本コマンドを実施せずにサーバーマネージャーを参照した場合、[重複除去率]欄と[重複除去 
による節約量]欄の値が正しく表示されない場合があります。 

Update-Ded 叩 Status G : (G: は回復したボリューム名） 
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2 . サーバーマネージャーにて 更新ボタンを押下して最新の状態に更新すると、下記の図のように、[重 
樓除去率1欄と[重複除ちによる節約量]欄に値が表示されます。 


も 


ゥ-バ- 


ヴ-パ-マネ—ジャ- 




ポル!一么 

すべて伽た-ムI合計： 6 


フイ JW- 


A ポリユーム 


P 感，感 ▼ 


ファイルシステムラ プロ さ星 


をきおな重备な去畢重複除去による唐め星 


I FILESV 1(6) 

C: WSS2012 固定 232 GB 224 GB 

F: backup 国ミ 2.00 GB 1.47 GB 

¥¥?¥V … システムでぞ巧巧み 国ミ 350 MB 94.2 MB 


E: 

D： 


デ-夕 2 
デ-夕 


国を 1,024 MB 864 MB 69% 371 MB 

固を 202 GB 195 GB 98% 363 GB 
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2.5.11 注意事項 

な下に、データ重複除まの注意事項を記載します。 

• サードパーティ製のソフトウェア製品の中には、ベンダー独自のドライバーを組み込むことでファイ 
ルシステムの動作を監視したり、処理をフックする製品が存在します。主に、ウイルス対策ソフトウ 
ェア製品、バックアップソフトウェア製品、ファイルレプリケーシヨンソフトウェア製品、ファイル 
暗号化ソフトウェァ製品等が該当します。このような製品をご利用の際は、をソフトウェァ製品が 

『Windows Storage Server 2012 Standard Edition のデータ重複除ち機能』にて動作確認されているこ 
とを販売元にご確認ください。 

• 重複除ちされたファイルを削除しても、即座にボリュームの空き容量に反映しません。これは仕様の 
動作です。このような動作となる巧由は、ファイルを削除した場合、リパースポイントの参照リンク 
が削除されるだけで、参照先のコンテナファイル内のチャンクは削除されないためです。コンテナフ 
ァイル内の未使用チャンクは、週に1ま実行されるガベージコレクションジョブにて回収され、この 
タイミングでボリュームの空き容量が更新されます。 

• データ重複除まが有効なボリュームの空きを量が0に近くなると、ファイルの読み取りが失敗するこ 
とがありますので、データ重複除去を有効にしたボリュームは、常に十分な空きを量を維持する運用 
を行ってください。 

• 最適化された状態を維持したままバックァップを実施し、データ重複除ち機能を有していない OS に 
てデータの回復を行うと、そのボリュームのデータをアクセスできなくなります。データ重複除去で 
最適化されたボリューム上のファイルに正しくアク七スするためには、データ重複除去機能のカーネ 
ルモードドライバー ( ded 叩. sys ) がイ ンス トールされている必要があります。 

• データ重複除去機能をアンインストールする場合は、事前に [2.5.9 データ重複除ちの中止（非最適 
化！】に記載した手順にて全てのボリュームの非最適化を実施した後に、 サーバーマネージャー - [管 
巧]-隙割と機能の削除]を実行してデータ重複除去機能をアンインストールしてください。 
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2.5.12 制限事項 

下記に記載したシステム構成による運用はサポートされません。 

• 重複除去の巧象ファイル絞り这み条件を0日で運用した場合、最適化ジョブがいつまでも完了しなく 
なる可能性があります。従いまして、0日に設定したが態での運用をサポートしません。 

• ルートフォルダーに FSRM のハードクォータを設をしているボリュームをデータ重複除去の巧象ボ 
リュームとすることはサポートしていません。 
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2.5.13 PowerShell コマンドレット 

データ重複除去機能の詳細な管巧が必要となる場合は、 PowerShell コマンドレットを利用します。 
データ重複除まを管理する PowerShell コマンドレットの一覧はな下のとおりです。 

コマンドレットー覧は PowerShell にて 
Get-Help dedup 

を実行することで表示できます。また、を コマンドレットの 詳細につきましては PowerShell にて 
Get-Help コマンドレット名！ -full 

を実行してヘルプの記載を参照してください。 


データ重複除去の有効化/無効化 

Enable-DedupVolume 

ボリュームのデータ重複除去を有効化します。 

Disable-DedupVolume 

ボリュームのデータ重複除去を無劾化(中断)します。データ重 

權除去の処理が実行されないようになり、現在の状態を維持 

するようになります。 

ボリュームの設定変更/設を表示/状態表示 

Set-DedupVolume 

ボリューム毎の設定項目をを更します。 

Get-DedupVolume 

ボリューム毎の設定項目を表示します。 

Get-DedupStatus 

ボリューム毎の状態を表示します。 

Update-DedupStatus 

現在の状態を計算し、ボリュームのが態を表示します。 

表示される項目は Get-DedupStatus と同じです。 

Get-DedupMetadata 

ボリュームの最適化状況を示すメタデータを表示します。 

フォルダー/ファイルの最適化状態の確認 

Measure-DedupFileMetadata 

指定したフォルダー配下の最適化が態を計算して表示しま 

す。特定のファイルを 1 つ指定することもできます。 

ジョブ管理 

Start-DedupJob 

ジョブを關始します。 

Stop-DedupJob 

ジョブを停止（キャンセル）します。 

Get-DedupJob 

ジョブの状態を確認します。 

スケジュール管理 

New-DedupSchedule 

新しいスケジュールを作成します。 

Remove-DedupSchedule 

スケジュールを削除します。 

Get-DedupSchedule 

スケジュールの設定項目を表示します。 

Set-DedupSchedule 

スケジュールの設定項目をを更します。 
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